■困つたとをは(ヴポートのご案内) 


ホームページで調べる 

サイバー シヨッ トおよび付属ソフトウエアの最新ヴポート情報(製品に関する 
Q & A 、 パソコンとの接続方法など)はこちらのホームぺージから 
http :// www . sony . co . jp / cyber - shot / support / 

サイ A "— シヨットオフィシャル WE 巳サイト 

http :// www . sony . co . jp / cyber - shot / 

サイバーシヨットの最新情報、撮影テクニック、アクセヴ U —などに関する情報 
を掲載しています。英語の取掘説明書のダウン□ー ドわできます。 

(Enalish manual download service is available .) 

メモリースティック 対応表 

使用可能な"メモ U —ステイック"を確認できます。 




■カスタマー登録のご案内 



カスタマー登録していただくと、ま/こい便利な各種ヴポートび受けられます。 
詳しくは、同捆のチラシ r カスタマー登録のご案刚もしくはご登録 WE 目サイト 
をご覧ください。 

http :// www . sony . co . jp / di - regi / 


登録後は登録者専用お問い合わせ窓□をご利用いただけます。 
詳しくは下記の URL をご覧ください。 


http :// www . sony . co . jp/cybe 卜 shot / contact / 
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静止画をプリントずる 





r はじめにお読みください J (別冊） 

本機を使ラための準備と、基本的な 
撮影 • 再生の方法を説明しています。 

J 


電気製品はを全のためのま意事項を守5ないと、 
义がや人身事故になることびちりまず。 

この取扱説明書には、事故を防ぐための重要な注意事項と製品 
の取り扱いかたをおしています。本書と別冊の「サイバー 
シヨ ツ ト取扱説明書はじめにお読み<ださい」をよくお読み 
のラえ、製品を安全にお使いください。お読みになったあとは、 
いつでも見られるところに必ず保管してください。 


A 警告 


(| i . テレビにつなぐ 
&困ったとさは 
f ^の他 

ま全のために 

用語の解説/索引 


◎ 2006 Sony Corporation 


2-675-572-01 M ) 










































商標について 

• Cyber-shot はソニー株式会社の商標で 
す。 

• "Memory Stick ’、 ";><モ11—スティック’、 

„論 ,..、 "Memory Stick PR び’、ソモ U - ス 

ティック PRO 、 Mem 日 RY Stick PRO 、 

"Memory Stick Duo "、 "メモリーステ ィッ 
クデュず、 MemoryStickDu 日、 

"Memory Stick PRO Duo —、 "メモリース 
ティック PRO デュオ"、 

Memory Stick PRD Du 日、 

" MagicGate "、 "マジックゲート"および 

Mzvg に Gzvte はソニー株式尝社の 
商標です。 

• " InfoLITHIUM (インフォ U チウム）"はソ 
ニー株式会社の商標です。 

• Microsoft 、 Windows 、 DirectX は、米国 
Microsoft Corporation の米国およびその 
他の国における登録商標です。 

• Macintosh、Mac OS 、 iMac 、 iBook 、 
PowerBook . Power Mac、eMac は 
Apple Computer , Inc . の登録商標または 
商 i です。 

• Intel 、 MMX 、 Pentium は Intel 
Corporation の登録商標または商標です。 

• その他、本書に記載されているシステム名、 
製品名は、一般に各開発 一力一の登録商 
標あるいは商標です。なお、本文中には™、 
嗔マークは明記していません。 


lA 警告 I まミのために 


一 110〜112ぺージも 
あわせてお読みください。 


誤った使いかたをしたとをに生じる感電 や 傷害 
など人へのを 害、また义災 などの財産への 損害を 

未然に防止するため、次のことをおずお守0 <だ 
さい。 



r ま全のために」のま意事項を守る 


定期のに点検ずる 


1年に1度は、電源コードに傷がないか、電源プラグ部 
とコンセントの間にほこりびたまっていないか、故障 
したまま使用していないか、などを点検してください。 


故障した6使わない 


力;>< ラやバッテリ -チ ヤージヤーなどの動作びお 
かしくなったり、破損していることに気びついたら、 
すぐにテクニカルインフォメーシヨンセンターへ 
ご相談 < ださい。 


万一、異常が起きた5 


変な音•においがした5 I 、 〇單源を切る 
煙が出た5 *0 載也をはずず 

- 0テクニカルインフオ 

メー シヨンセンター 
に連絡ずる 


裏表紙に テクニカルインフオメーシヨンセンター 
の 連絡先びあります。 


拉危険] 


万一、電池の液漏れげ起きた6 


〇ずぐに乂気か日遠ざけてくださし V 漏れた液や 
気侃こ弓 I 火して発火、破裂のおそれびありまず。 
© 液び目に入った場合は、こず5ず、すぐに水道水 
などきれいな水で巧分に洗ったあと、医師の治 
療を受けてください。 

〇液を口に入れたり、なめた場合は、すぐに水道水 
で□を洗ミきし、医師に相談してください。 

〇液が身体や巧服についたときは、水でよく洗い 
流してください。 


警告表示の意味 

この取扱説明書や製品では、次の 
よラな表おをしています。 

IA 危哟 

この表示のある事項を守らない 
と、極めて危険な状況び起こり、 
その結果大けびや死 t にいたる 
ち害び発生します。 


齡警告 1 

この表示のある事項を守らない 
と、思わ惦危険な状況び起こり、 
その結果大けびや死 t ： にいたる 
危害び発生することびあります。 


齡注意 1 

この表示のある事項を守らない 
と、思わ妨危険な状況び起こり、 
けびや財産に損害を与えることび 
あります。 


注意を促す記号 


A 

A 

火災 

感電 

行為を禁止する記号 


0 


禁止 

分解禁止 

(!) 


めれ手禁止 


行為を指示する記号 



〇 

つラグをコン 
セントから抜く 

指。 

電池について 



安全のためにの文中の r 電池」と 
は、 r バッテ U - パック」も含み 
まず。 







サイバーシヨツトを楽しむために 


まずは準備をして、簡勘こ撮影しよう 



別冊 r はじめにお読み < ださい J 

1バツテリーを準備する 
2電源を入れ、時計を含わせる 
3 "メモリーステイツクデュオ"(別売)を入れる 
4用途に音わせて画像サイズをまめる 
5簡単に撮る(才ート撮影) 

場面に含わせて静止画を撮る(シーンセレクション) 
6画像を見る/'规除する 


本書では、 ^别冊 n まじめに J とご案内していまず。 


かし慣れた6、本隱の隱能を巧いこなそ5 




‘お好みの設定で撮影する（プ□グラムオート撮影） 
一25ぺージ 

‘スライドシヨーを使って画像を楽しむ一27ぺージ 


I メニューを使って、さまざまな撮影/再生を楽しむ 
一30ぺージ 


‘本機のお買い上げ時の設定を変える 一^48ページ 


を6に、パソコンやプリンターとつないで楽しを5 




‘画像をパソコンに取り化んで活用 
一61ぺージ 


‘本機をプリンターに直接つないでプリント 
( Pic 旧 ridge 对応プリンターのみ） 

一80ぺ-ジ 



目;夕 

安全のために . 3 

お使いになる前に必ずお読みください . 8 


ットを使いこなそう 


ステップアップのための基礎知 i 哉 . 10 

ピン!ク U アな画像を撮るために . 10 

露出一光の量を調整して好みの画像を撮る . 11 

色一光の影響について . 12 

画質一 r 画素」と「画像サイズ」について . 12 

各部のち前 . 14 

画面の表示 . 16 

画面表示を切り換える . 20 

静止画の記録可能枚数と動画の記録時間 . 21 

"メモリースティックデュオ"がないときは（内蔵メモリー記録） . 22 

パ■ッテリー使用時間と撮影/再生枚数 . 24 

モードスイッチを使いこなそう . 25 

スライド シヨーの 使いかた . 27 


L — を便つ 


タニューの操作方法 . 30 

メニュー項目一 覧 . 31 

撮影時に使うメニュー . 32 

〇 (カメラ） COLOR (カラーモード） 

因 （ EV ) を（フォーカス） 

H (測光モード） WB (ホワイトバランス） 

ISO (画質） 

Mode (撮影モード） BRK (ブラケット設定） 

m (インターバル） 夕± (フラッシュレベル） 

3 ロントラスト） 正](シャープネス） 

百（セツトアップ） 


5 
























目次(つづき) 


再生時に使ラメニュー 


41 


亡! ロオルダ） 

DPOF 

り（スライド シヨー ) 

□3 個斬 

ち（セツトアップ） 


か-(プロテクト） 
£b (プリント） 
E (リサイズ） 
令（分割） 

卜 IJS ング 


I セットアップ画面を使う I 

たッ トァップ画面の操作方ま.. 


. 48 

P カメラ 1 . 


. 49 

AF モード 

デジタルズーム 


機能ガイド 

ホ目軽減 


AF イルミネーター 

オートレビュー 


P カメラ 2 . 


. 52 

手ぶれ補正 



曲內蔵メモリーツール . 


. 53 

フオーマット 



0= メモリーステ ィッ クツール . 


. 54 

フオーマット 

記録フォルダ作成 


記録フォルダ変更 

コピー 


さ 設定！ . 


. 57 

巨 GM ダウン□ード 

巨 GM フオーマット 


LCD バックライト 

操作音 


設定リセット 



与 設定 2 . 


. 59 

ファイルナンバー 

USB 接続 


ビデオ信号出力 

時計設定 


パソコンで楽しむ 


Windows 八、ノコンでできること . 61 

ソフトウエアりゴ属）をインス I ルずる . 63 
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画像を/いノコンに取り込む . 64 

パソコン巧の画像を本機で見る（"メモリースティックデュオ"使用） . 71 

rCyber-shot Viewed (付属）で楽しむ . 72 

[Music Transfer] (付属)を使う . 76 

Macintosh をお使いのときは . 77 


静止画をプリントずる 


静止画をプリントするには . 79 

ダイレクトプリントずる （Pic 旧 ridge 対応プリンター使用） . 80 

お店でプリントする . 84 


テレビにつなぐ 


テレビで見る . 86 

困ったとさは 

故障かな？と思った目 . 87 

自己診断表示と警告表示 . 99 

その他 

"メモリーステ ィツ ク"について . 102 

InfoUTHIUM (インフォリチウム)バツテリーについて . 104 

パ' ツ テリーチヤージヤーについて . 105 

使用上のご注意 . 106 

主な仕様 . 108 

f 呆証書とアフターヴービス . 109 

安全のために 110 

用語の解説/索引 

用語の解説 . 113 

索引 . 116 


























おほいになる前に化ずお読み < ださい 


本機で使巧できる"メモリースティッ 
ク"（別売） 

本機で使用するに記録メディアは"メモリー 
スティックデュオ " （"Memory Stick 
Duo ") です。"メモ I 」ースティック"のサイズ 
には2種類あります。 

"メモリースティックデュオ"：本機で 
使用可能でず。 



"メモリースティック"：本機では使用 
でをません。 


その他のメモリーカードは使用できま 
せん。 

• ソモ U - スティックデュオ"について詳し 
くは、1日2ページをご覧ください。 

"メモリースティックデュオ"を"メモ 
リ ー スティック"巧応機器で使用ずる場 

A 

メモ IJ ースティックデュオアダプター（別 
売)に入れると使用可能です。 



メモ U —スティック 
デュオアダプター 


InfoLITHIUM (インフォリチウム） 
バッテリーについてのごま意 

• 初めてお使いになるとをは、バッテ U —（付 
属)を必ず充電してください。 卜別冊「はじ 
めに」手順 1) 


•バッテ U —を使い切らない状態でちな電で 
きます。また充電び完了しなくても途中ま 
で充電した容量分はお使いいただけます。 
•バッテ U —を長持ちさせるために、長時間 
使巧しない場合は、本機で使い切った後、 
バッテ U —を取りはずして湿度の低い涼し 
し竭所で保管してください （1 日4ぺージ)。 
•バッテ U - について詳しくは、104ぺージ 
をご覧ください。 

力ールツァイスレンズ搭載 

本機はカールツァイスレンズを搭載し、 
シャープで、コントラストび良い画像を作り 
出すことを可能にしました。本機用に生産さ 
れたレンズは、ドイツカールツァイスの品 
質基準に基づき、カールツァイスによって認 
定された品質保証システムにより生産されて 
います。 

撮影内容の補償はでさません 

万一、カメラや記録メディアなどの不具合に 
より撮該や再生びされなかった場合、画像や 
音声などの記録内容の補償については、ご容 
赦ください。 

内蔵メモリーおよび"メモリースティッ 
クデュオ"のパックアップについて 

アクセスランプ点な中に電源を切ったり、 
バッテ U —や"メモ U —スティックデュオ" 
を取り出したりすると、内蔵メモ I 」一のデー 
夕や"^モ IJ ースティックデュオ"のデータ 
び壊れることびあります。データな護のため 
必ずノ くックアップをお取りください。 
データの/ くックアップ方法は23ページをご 
覧< ださい。 

録画•再生に際してのごミち意 

• 本機は防じん、防滴、防水仕様ではありませ 
ん。「使用上のご注意」もご覧くださいり06 
ぺージ)。 

•必ず事前にためし撮りをして、正常に記録 
されていることを確認してください。 


• 本機を惦らさないでください。水滴び内部 
に入り込むと、故障の原因になるだけでな 
く、修理でをなくなることちあります。 

• 曰光および強い光に向けて本機を使用しな 
いでください。故障の原因になります。 

• 強力な電波を出すところや放射線のある場 
所で使わないでください。正しく撮影•再 
生びでさないことびあります。 

• 砂やほこりの舞っている場所でのご使用は 
故障の原因になります。 

• 結露び起さたときは、結露を取り除いてか 
らお使いくださいり日6ページ)。 

• 本機に振動や衝撃を与えないでください。 
誤作動したり、画儘び記録できなくなるだ 
けでな<、記録メディアび使えな<なった 
り、撮影済みの画像データび壊れることび 
あります。 

• フラッシュの表面のミちれは取り除いてくだ 
さい。発光による熱でフラッシュ表面のミち 
れび変色したり、貼り付いたりすると、充分 
に発光でをない場合びあります。 

液晶画面およびレンズについてのごま 
意 

• 液晶画面は有効画素99.99%し乂上の非常に 
精密度の高い技術で作られていますび、黒 
い点び現れたり、白や赤、青、緑の点び消え 
ないことびあります。これは故障ではあり 
ません。これらの点は記録されません。 



• 液晶画面やレンズを太陽に向けたままにす 
ると故障の原因になります。窓隙や屋外に 
置くときはご注意ください。 


• 液晶画面を強く押さないでください。画面 
にムラび出たり、液晶画面の故障の原因に 
なります。 


• 章い場所で使ラと、画像び尾を引いて見え 
ることびありますび、故障ではありません。 

• 本機のレンズ部をぶつけたり、無理な力を 
かけないよラご注意ください。 

画像の互換性について 

• 本機は、（社)電モ情報技術産業協含 
( JEITA ) にて制定された統一規格 " Design 
rule for Camera File system ( DCF ) に 
対応しています。 

• 本機で撮影した画像の他機での再生、他機 
で撮影/修正した画像の本機での再生は保 
証いたしません。 

著作権について 

あなたびカメラで撮影したちのは、個人とし 

て楽しむほかは、善作権法上、権利者に無酣 

で使用でをません。なお、実演や興業、展示物 

などの中には、個人として楽しむなどの目的 

びあってち、撮該を制限している場合びあり 

ますのでご注意ください。 


電波障害自主規制について 

この装置は、情報処理装置等電波障害自主 
規制協議会 ( VCCI ) の基準に基づくクラス 
巨情報技術装置です。この装置は、家庭環 
境で使用することを目的としていますび、 
この装置びラジオやテレビジョン受信機 
に近接して使巧されると、受信障害を引き 
起こすことびあります。取掘説明書に 
従って正しい取り扳いをしてください。 


本書中の画像について 

画儘の例として本書に掲載している写真はイ 
メージです。本機を使って撮影したちのでは 
ありません。 

表术言語について 

本機の ニュー項目や警告などの表示は、曰 
本語のみに対応しております。 




ヴイソ1"—シヨッ トを使いこなそラ 

ステツプアツプのための基礎知識 


ピント露出 島 画質 



ここでは、サイバーショットを使いこなすた 
めの基礎について説明します。 

本機に搭載されたを彩な機能は、モードス 
イッチ (25 ぺージ)や、メニュー (30 ぺージ) 
などで使ラことがでをます。 


ピント クリアな画像を撮るために 

本機はシャッターを半押しすることで、ピントを自動で合わせます(オートフォーカス)。 
シャツターを半押しする習慣をつけましよう。 


半巧しにして 


いをなり ピントび AE/AF □ック表示 

押し込む 合ってから 点滅♦点な 押し込む 



ピントびラまく合わないとをは：一 ► [フオーカス] (34 ページ） 

ピントを合わせても画儘びク U アでないときは、手ぶれを起こしている場含びありま 
す：一^次の[手ぶれを起こさないためのヒント]をご覧 < ださい。 


手ぶれを起こさないためのヒント 


脇を締め、カメラをしっかり押さえてください。そばに木などびあれば寄りかか 
ると安定します。セルフタイマーを2砂に設定して撮影したり、云脚を使巧した 
り、手ぶれ補正をオンにしたりすることわ効果的です。また、暗い場所ではフラッ 
シュの使用ちおすすめします。 




































光の量を調整して好みの画像を撮る 


露出と記録感度を調整することで、さまざまな仕上びりにすることびでをます。露出と 
はシャッターを切ったとさに取り入れる光の量のことです。 

シャッタースピード=光を取り入れる時間 
な™ -絞り=光の入□の大きさ 

J U/ ISO 感度=記録側の感度 


本機は露出び適正になるよラに自動調 
整します(オート撮影時)び、似下の機能 
でお好みの状態に調整でさます。 

露出補正： 

自動調節した露出を補正一33ぺージ 

測光モード： 

露出を自動調整する場所を変更 
一36ぺージ 


旧0感度の調整 

に0とは、光を貴け取る撮像素子得真フィルムにネ目当する部分)の感度をあらわす単 
位です。同じ露出で撮影しても、設定によって仕上びる画像び変わります。 ISO 感度を 
調整一^37ぺージ 

に0感度が高い 

露出び足りない場所でち、明るめに記録でさます。 

ただし、画像にざ5つさび生じやす<な0ます。 

に0感度びおい 

ざ5つきの少ない画像を撮ることができます。 

ただし露出び足りない場をは、画像は暗めに記録されることびあります。 




V 


露出 オーバー 
=光びをずぎる 

画面び白<なる 


露出が適正 


露出アンダー 
=巧び少なずぎる 

画面び暗<なる 



j サイパ—シ m ット農いこなそラ 
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ステップアツプのための基礎知識(つづを) 


含 光の影響について 

被写体の見た目の色は、その場の光の影響を受けます。 

例：同じ色が光の影響で違って見えます 


天候や照明 

晴れ 

量り 

壁光な 

mm 


秦 

甲 

0 

jl It 

曾 

光の特性 

基準となる白 

青みびかる 

緑びかる 

ホみびかる 


本機はこの変化を適正にするように自動調整しますけート撮影時)び、[ホワイトバラ 
ンス] (36 ページ)でお好みの色に調整でをます。 


画質 個蔚と r 画像サイズ」につしに 

デジタル写真は r 画素（ピクセル)」というルさな点び集まって作られています。圆素」 
を多く使うと、写真は大き <、データ量は多 <、画面は精細になります。 r 画像サイズ」 
とはこの画素数を指し、本機の画面では違いはわかりませんび、プ I 」ントしたりパソコ 
ンの画面で見たとさに、写真の精細さやデータ処理時間に影響します。 


画素と画像サイズのイメージ 



® 画像サイズ： 7 M 

3072 画素 X 2304 画素= 7077888 画素 
⑤画像サイズ ： VGA (E メール） 

640 画素 X 480 画素 =307200 画素 




用途にあわせてサイズを選ぶ(: 

画素 


* 別冊「はじめに」手順 4) 

画素数がをぃ 

(細密で、デ-夕量 
が多ぃ） 

画素数がかない 

(粗いび、デ-夕量 
夕が少ない） 


例： A 3 サイズまで 
の用紙に印刷する 


例：電テメールで 
送る 


お買い上げ時の設定はがで示しています。 

r r 静止画画像サイズ 1 I 巧遠©例 



静止画画像サイズ 

分 

7 M (3072 X 2304) 


3:2り (3072 X 2048) 


己 M (2592 X 1944) 


3 M (2048 X 1536) 


2 M (1 632 X 1224) 


VGA (640 X 480) 


1目:が) （1920 X 1080) 


大^い A 3 サイズまでのプリント 

▲ 縦横比3:2での撮影 

A 4 サイズまでのプ U ント 

2 L 判サイズまでのプリント 

▼ L 判サイズまでのプリント 

ルさい- 

E メールでの送付など 

八イビジョン TV での鑑賞 3 ) 


1) 写真の印画祇、ポストカードなどと同じく 3:2の縦横比で撮影します。 

2) プ U ント時に両端び切れることびあります (96 ページ)。 

3) メモ U —ステイックス□ットや US 巨経由で接続すると、より高画質でお楽しみいただけま 
す。 


• 画像サイズは大さいほど高精細になります。 

• 1耿間に再生されるフレーム数は、をいほどなめらかな動をになります。 

画質(圧縮率)設定をあわせて使う （37 ページ） 

デジタル写真を保存ずるとをの圧縮率を変更でさます。圧縮率を高<すると写真の精細 
さは落ちますび、データ量はかなくなります。 



動画画像サイズ 

フレーム 数/砂 

用途の例 


640 ( FINE ) (640 X 480) 

約 30 枚 

テレビでの鑑賞(高画質） 

が 

640 CSTD ) (640 X 480) 

約17枚 

テレビでの鑑賞(標準） 


160 C 160 X 112) 

約 8 枚 

E メールでの送付など 



サイパ—ショットを使いこなそラ 
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各部の名前 


カツコ内の数字はページ数。 



圧! (手ぶれ補正)ボタン(-^規腑厂が 

じめに」手順 5) 

回シャッターボタン(—測揣厂なじめ 
にが/煩巧 

回 POWER ボタン/ POWER ランプ 
別冊「はじめに」手順 2) 

国 IJ ストストラップ取り付け部(一说/ 
冊「はじめに」) 

固マイク 

固フラッシュ（一崩/撒厂は じめに诏候 
5) 

团レンズ 

圓セルフタイマーランプ(—測邸厂なじ 
めに _y ま/《章巧 /AF イルミネーター 
(51) 

回レンズカバー 別冊 r はじめに J 手 
順 2 ) 



圧!モードスイッチに 5) 

回液晶画面 (2 の 

图撮影時：ズーム ( W 几)ボタン(一規腑 
r はじめに_!手順 5) 

再生時： (再生ズーム）ボタン/ 

H (インデックス）ボタン i 一別冊 
r はじめに J 手順 6) 

团 MENU ボタン巧 0) 

固 ini (画面表示切り換え)ボタンに 0) 
圓コント□ールボタン 

メニ:!ーオン時： ▲/▼/◄/►/♦ い別冊 
r はじめに」手順 2) 

メニ:!ーオフ時：ろ/公/毎/ぶ い別冊 
「はじめに J 手順 5) 

回む(スライドシヨー）ボタンに 7) 

图;引/命個像サイス/削齢ボタン(一 
別冊 n まじめに」手順4、 6) 
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回バッテ ij—r メモリースティック 
デュオ"カバー ト別冊「はじめに」 
手順1、3) 

晒 アクたスラン zK 一別冊「はじめに j 
手順 4) 

因] ";>< モリースティックデュオ"挿入 □ 
ir^ 別冊 r はじめに」手順 3) 

回パ' ッテ U -挿入 □ (一说/挪厂な じめ 
に J 手順 1) 

圆 風りはず \yD まか卜別冊「はじめ 
に j 手順 1) 


圆マルチ接続端子(底面） 

AC アダプター AC - LS 5 K 側売)を 
使ラとを 



• 本機を AC アダプター AC - LS 5 K に接 
続してちバッテ U —を充電でさません。 
バッテ U —の充電には、バッテリー 
チャージャーをお使いください。 (一別 
拙「はじめに j 手順 1) 

圆スピーカー 

圆兰脚用ネジ巧(底面） 

• =脚を取り付けるとをは、ネジの長さび 
己.己 mm 未満の；脚を使ラ。 

ネジの長さび 5.5 mm 切上の兰刷では 
しっかり固定でさず、本機を傷つけるこ 
とびおります。 


j サイパ—シ m ット農いこなそラ 


⑤コンセントへ 



面面の表巧 


カッコ内の数字はページ数。 


静止画撮影時 



動画撮影時 


3^ 


因 60 分 巧 r 脚 恤 

みスタンバイ 100:00:00 [00:28:25 ] 曲 


囚 B&W 


1510 0:32:00 


-m 


を 

+ 


巧 


[2]— [X m "m 


巨 2.0ev|~ 


の 


表示 

意味 

@卽分 

バッテ1」一残量(一視脯 
「はじめに」手順 1) 

♦ 

AE/AF □ック(一抑 W な 
じめに」手順 5) 

画巨 RK 

am 

撮該モード (2 日、 38) 

州己；を:诗 

A み 

ホワイトバランス (3 目） 

録画 

スタンバイ 

動画撮影/スタンバイ(一 
別冊「はじめに」手順 5) 


赢 J A J な 
囲斗心 

る泌 

P 

カメラモード（シーンセレ 
クシヨン） レ^別冊「はじ 
めに_!手順 5) 

カメラモード（プ□グラ 
ム） （25) 

ろお L 凄） 

フラッシュモード(一測撒 
「はじめに」手順 5) 

田 

フラッシュ充電中 

WI - n — IT 

X1.3 

因 

旧 

ズ-ム(_^49、測邸厂なじ 
めに j 手順 5) 

<§> 

ホ目軽減(日日） 

田 

シャープネス (40) 

3 

コントラスト (4 日） 

Icon 

AF イル S ネーター （51) 

囚圆 

測光モード (36) 

VIVID NATURAL 
SEPIA B&W 

カラーモード (32) 


回 


表示 

意味 

ホん Q 

マク□パ広大鏡モード撮影 
い别拙「はじめに」手順 

5) 

S AF MAF 

AF モード (49) 

田 曲 

AF 測距枠表示巧 4) 

1.0m 

フォー カスプリセツト値 

(34) 

"Jill, 

WF 

手ぶれ補正オフ(—測邸 
「はじめに」手順 5) 




































































+ 

スポット測光照華 (36) 

:: 

AF 測距枠 (34) 


表示 

意味 

し怕 し 3*12 じ 5M 

m 像サイスト哨腑「はじ 

LsM し zIvI じ 1M 

めに _! 手順 4) 

口 GA 而 9 

• Glifi は、7ルチ連写のみ 

圓剛 回 

表术されます。 

FINE STD 

画質 (37) 

咖 

記録フォルダ巧4) 

•内蔵メモ U —使用時は表 
示されません。 

曲 

内蔵メモ1」一鶏量 (22) 

1 

ソモ U - スティック’残 
量に 1) 

00:00:00 

記録時間[最大記録可能時 

[00 ぶ 8:0 引 

剧 （21) 

1/30" 

マルチ連写インターパル 

(39) 

400 

撮影残枚数に 1) 

过〇ぞ 2 

セルフタイマー [一別冊 
「はじ湖。手順 5) 

0:32:00 

自己診断表示 (99) 

ISO400 

ISO 感度 (37) 

+0.7EV 

ブラケット設定値 (39) 


表示 

意味 


ヒストグラムに日、 33) 

皿 

NR ス□-シャッター 
•1 に5砂またはそれより 
も遅いシャッタースピー 
ドになると、自動的に 

NR ス□ーシャッター機 
能が働を、画像ノイズを 
を減します。 

125 

シャッタースピード 

F3 .己 

絞り値 

+2.0EV 

EV 補正値 (33) 

I a iCOUKi M i の i l.l i W l> 

(左の画面イ 
ラス H こは出 
ていません） 

メニュー （3 日） 


表示 

意味 

'龍 

手ぶれ警告り 0) 

•光量不足のため、手ぶれ 
び起こりやすい状況をお 
しています。表示されて 
いてを撮影は巧能です 
び、手ぶれ補正をオンに 
する、または光量を増や 
すためにフラ ッシュ を 
使ったり、=脚などで本 
機をしっかりと固定する 
ことをおすすめします。 

巧 

バッテリープリエンドに4、 
99) 


u サイパ—シ m ット雲いこなそラ 
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画面の表示(ごヴを） 


静止画再生時 の 


表示 

意味 

* S 60 分 

バッテ U —鶏量(—饼册 
「はじめに j 手順 1) 

画關 

撮影モードに5、 38) 

LtM し 3*12 じ 5 M 

Gl « Glfl Glvi 
口 GA 而9 

mmm 

m 像サイスト別冊「はじ 
めに」手順 4) 

0 —n 

プ□テクト (41) 

或 

プ U ント予約マーク (84) 

凸田 09 

フオルダ移動 （41) 

•内蔵 ><モリー使用時は表 
おされません。 

CU 1.3 

スーい別冊「はじめに」 
手順の 

コマ再生 

12/16 

つマ再生巧 8) 

► 

巧もい別冊「はじめに」手 
順 6) 

音量 ■■■■■■■■ 

音量い別冊「はじめに」手 
順 6) 



回 


表示 

意味 

101-0012 

フオルダ-ファイル番号 
(41) 


再生バー い別冊「はじめ 
に」手順 6) 



固 


表示 

意味 

JLi^ 

ヒストグラム (2 日、 33) 
•表示不能のとをは回び 
表おされます。 

200611 

9:30 AM 

画儘の記録曰時 

1 h 1 一 1 肌 PI A 1 b 1 R l> 

メニュー （3 日） 

♦ポーズ 
♦サイセイ 

マルチ連写画像の連続再 
生 (38) 

ィ►モドル/ツ 
ギへ 

前後の画像を表示 

令 オン IJ ヨウ 

音量調節 


表示 

意味 

が 

Pic 旧 ridge 接続 (8 日） 

咖 

記録フォルダ巧4) 

•内蔵メモ U —使用時は表 
示されません。 

麻 ► 

再生フォルダ (41) 

•内蔵メモ U —使用時は表 
示されません。 

苗 

内蔵メモ I 」一鶏量に 2) 

1 

ソモ U - スティック’’残 
量 (21) 

8/812/12 

画像番号/再生フォルダ巧 
画像枚数 

C:32:00 

自己診断表お (99) 

00:00:12 

カウンター 別冊「はじ 
めに_!手順 6) 


表示 

意味 


Pic 旧 ridge 接続中 (82) 

•マークが画面に表示され 
ているとさは、マルチ端 
子専巧ケープルを损かな 
いで < ださい。 

+2.0EV 

EV 補正値 (33) 

I 班 400 

ISO 感度 (37) 

囚回 

測光モード (36) 


フフツソユ 

州 B み:背： 

A 細 B 

ホワイトバランス (36) 

加 0 

シャッタースピード 

F3.5 

絞り値 


再生画像规册 r はじめ 
に_!手順 6) 


サイバ—シヨットを使いこなそラ 


回 


团 
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面面表示を切り換える 


11=11( 画面表示切り撰え）ボタンを押すた 
びに、液晶画面の表示びし: TF のよラに切 
り換わります。 



•OI (画面表示切り換え)ボタンを長押しし 
て、バックライトの明るさを明るくするこ 
とちでをます。 

• 下記の場合、ヒストグラムは表示されません。 
-撮影時：メニュー表示時/動画時 
-再生時：メニュー表示時/インデックス再 
生時/再生ズーム時/静止画回転時/動画 
時 

• 撮影時と再生時のヒストグラムは、下記の 
とき大きく異なります。 

-フラッシュ発光したとを 
-シャッタースピードび遅い、速いとを 
• 他機で撮影した画像はヒストグラムび表示 
されないことびあります。 


静止画の記録可能枚数と動画の記録時囲 

本機でフォーマットしたソモリースティックデュオ"に記録できる撮影枚数、時間の 
目安はなのとおりです。記録枚数/時間は撮影状況によって異なる場合びあります。 

• 画儘サイズ•画質については、 、艺ページまたは別冊「はじめに」手順4をご舊<にさい。 

静止画の記録枚数(画質上段：[ファイン]、下段[スタンダード])(単位：枚） 


、、、、一 容量 

サイズ 

32 MB 

64 MB 

128 MB 

256 MB 

512 MB 

1 GB 

2 GB 

7 M 

9 

18 

37 

67 

137 

279 

573 

18 

36 

73 

132 

268 

548 

1125 

3:2 

9 

18 

37 

67 

137 

279 

573 

18 

36 

73 

132 

268 

548 

1125 

己 M 

12 

25 

51 

92 

188 

384 

789 

23 

48 

96 

174 

354 

723 

1482 

3 M 

20 

41 

82 

148 

302 

617 

1266 

37 

74 

149 

264 

己37 

1097 

2250 

2 M 

33 

66 

133 

238 

484 

988 

2025 

61 

123 

246 

446 

907 

1852 

3798 

VGA 

196 

394 

790 

1428 

2904 

5928 

12154 

491 

985 

1975 

3己71 

7261 

14821 

30385 

16:9 

33 

66 

133 

238 

484 

988 

2025 

61 

123 

246 

446 

907 

1852 

3798 


• 撮影モードび[通萬撮影]のとをの枚数。 

• 静止画の撮影残枚数び9999枚より多いときは、「>9999」と表示されます。 
•撮影した画像サイズをあとで変更できまず（[リサイズ]、44ページ)。 


動画の記録時卽単位：時：分：秒) 


\、、一 、容量 

サイズ 

32 MB 

64 MB 

128 MB 

256 MB 

512 MB 

1 G 巳 

2 GB 

640 (フアイン） 

- 

- 

- 

0:02:50 

0:06:00 

0:12:20 

0:25:10 

640 

(スタンダード） 

0:01:20 

0:02:50 

0:05:50 

0:10:40 

0:21:40 

0:44:20 

1:31:00 

160 

0:22:40 

0:45:30 

1:31:30 

2:51:20 

5:47:00 

11:44:20 

24:18:20 


• [640 (ファイン)]は、ソモ U - スティック PRO デュオ"のみに記録できます。 

• 当社の従来モデルで撮 f ミした画像を再生すると、実隙の画像サイズと異なって表示される場合 
びあります。 


U サイパ—シ m ット農いこなそラ 






"メモ IJ — スティックデュオ"がないとまは 
(内蔵メモリー記録） 

本機には、取りはずすことのでをない内蔵メモリーほ 8 MB ) び装備されています。本 
機に";/モリースティックデュオ"び入っていないとをでも、画像を内蔵;モリーに記 
録でさます。 

• 画像サイズび [64 日（ファィン)]の動画は内蔵；><モリーに記緑でをません。 



"メモリースティックデュオ"が挿入されていると 
を 

[撮穀画像]:ソモ U - スティックデュオ"に記録しま 
す。 

[再生]:"メモ U —スティックデュオ"内の画像を再生 
しよ9 〇 

[メニュー/セットアップなどの機能]: 

"メモ U —スティックデュオ"内のデータに対して行 
います。 

"メモリースティックデュオ"が挿入されていない 
とを 

[撮影画像]:内蔵メモ U - に記録します。 

[再生]:内蔵メモ U —の画像を再生します。 
[メニュー/セツトアップなどの機能]:内蔵;><モ|」一内 
のデータに対して行います。 


内蔵;>< モリーに記録でをる撮影枚数、時間の目安は次のとおりです。 

静止画の記録枚数(画質上段：[ファイン]、下段[スタンダード])(単に：枚) 


\々イス 

容量 

7 M 

3:2 

5 M 

3 M 

2 M 

VGA 

16:9 

58 MB 

16 

16 

23 

37 

60 

357 

60 

33 

33 

43 

67 

111 

892 

111 


動画の記録時間(単位：時：分：秒) 


サイズ 

容量 

640 

(スタンダード） 

160 

己 8 M 巨 

0:02:30 

0:42:40 





内蔵メモリーに記録した画像データについて 


必ず、政下のいずれかの方法でノ（ックアップを取ることをおすすめします。 

"メモリースティックデュオ"にバックアップをとるには 

64 M 臣政上の容量のソモリースティックデュオ"を準備し、[コピ ー] ほ6ぺージ)の 
操作を行ラ。 

パソコンの yv — ドディスクにバックアップをとるには 

本機にソモリースティックデュオ"を入れない状態で、64〜68ぺージの操作を行う。 

•">< モ U —スティックデュオ"に記録された画像データを、内蔵メモ U —に移すことはで去ませ 
ん /。 

• 本磯とパソコンを US 目接続して、内蔵メモ U —のデータをパソコンにコピーでさますび、パソ 
コン内のデータを内蔵メモ U —にコピーすることはでさません。 


U サイパ—シ m ット農いこなそラ 
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パッテリー使用時囲と撮露/再生枚数 


下の表は撮影モードを[通常撮影]にし、 
満充電したバッテリー（付属)で温度 
2日での環境で使用した場合の目まです。 
また、撮影/再生枚数は"メモリース 
ティックデュオ"を交換しなびら撮影/ 
再生したとさの目まです。ご使用の状況 
によって記載より少ない数値になる場合 
があ D ます。 

• 使用回数や経年変化により、バッテ U —容 
量は低下します （1 04ページ)。 

• 次のよラな場合は使巧時間と撮影/再生枚 
数は、表示よりをかなくなります。 

-周囲び低温のとを 
-フラッシュを用時 
-電源の入/切を繰り返したとを 
-ズームを 多用したとを 
- LCD バックライトを明るくしていると 
を 

- [ AF モー问び[モニタリング]のとき 
-[手ぶれ補正]び[常時]のとを 
-バッテ U —の容量び低下したとを 


静止画撮影時 


撮影 枚数 

使用時間 

約42日枚 

約21日分 


• 画像サイズによって撮影枚数/使巧時間び 
変化することはありません。 


静止画再生時 


再生枚数 

使用時間 

約800日枚 

約400分 


• 約3砂ごとにシングル画面で順番に再生し 
た数値。 

動画撮影時 

使用時間 

約2日0分 


• 画像サイズび [160] で連続撮影した数値。 


• 撮影時の数値は！;(下の設定で撮影した数 
値。 

-を.(画質）：[ファイン] 

- [ AF モー问：[シングル] 

-[手ぶれ補正]:[撮影時] 

一3日秒ごとに1回撮影 
- 1回ごとにズームを W 側、 T 側に交互に 
いっぱいにする 

- 2回に一度、フラッシュを発光する 
-1日回に一度、電源を入/切する 
• 測定方法は CIPA 規格による。 

CCIPA ： カメラ映像機器工業会 、 Camera 
& Imaging Products Association ) 


24 





モードスイッチをほいこなそラ 


モードスイツチを、操作したい機能に合わせて設定します。 

静止画撮影モード 

オート：静止画オート撮影 

自動設定で簡単に撮影できます。 一別冊「はじめに_!手順5 

プ□グラム ( P ) :プ□グラムオート撮影 

露出（シャツタースピードと絞り）は本機び自動設定します。また、メ 
ニューで多彩な機能を設定でをます。（使用可能な機能について一^31 
ぺージ） 

贏四广た心る泌：シ-ンセレクション 

あらかじめ、撮影状況にをわせて巧意された設定で撮影でさます。 
別冊 r はじめに j 手順5 

• 撮影モードを変えるには、3日ページをご覧ください。 


動画撮影 

一局聞がなじがに y 手/瞩5 I 

曰〇 口 - 


モードスイッチ 


コント□ールボタン 

32ページ政降では、メこュー項目の設定び可能なモードを下記のように説明していま 
す。 

設定できません。設定でをます。 




再生/編集 

一測册厂はじがに y 手/腊6 


U サイパ—シ m ット雲いこなそラ 
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モードスイッチを巧いこなそう（つヴき) 


シーンセレクション 

設定ち法 ^別冊 r はじめに_!手順5 

シーンセレクションでは、シーンに合わせて最適な撮影びできるよラ、機能設定の組み 
含わせびあらかじめミ夫まっています。♦はお好みの設定びでさる機能です。 



マク □/ 
お大鏡モード 

フラッシュ 

モード 

AF 

測距枠 

フオーカス 
プ U セット 

ホワイト 

パランス 

フラッシュ 

レベル 

連写/ 

ブラケット/ 
マルチ連写 

赢 

•/- 


♦ 

• 

• 

- 

• 

J 

-/- 


♦ 

〇〇 

• 

- 

- 

い 

•/- 

おし 

♦ 

• 

オート細 

♦ 

- 

お 

•/- 

♦ 

♦ 

• 

♦ 

♦ 

• 

囲 

-/- 

i /® 

• 

〇〇 

♦ 

♦ 

• 

尸た 

•/- 

が® 

♦ 

• 

♦ 

♦ 

• 


•/- 

i /® 

♦ 

♦ 

♦ 

♦ 

• 

る 

•/- 

i /® 

♦ 

• 

♦ 

♦ 

♦ 

泌 

-/- 

® 

- 

〇〇 

み 

- 

- 






スライドシヨーのほいかた 


巧ボタンを押すだけで、効果(エフェクト)や音楽とともに画像を連続再生して楽しむ 
ことびでさます（スライドシヨー)。 



①モードスイツチ @むボタンを巧す。 ③スライドシヨーび始まり 


を因にすな。 ます。 

BGM の音量を調節ずるには 

▲/▼ で音量を調節する。 

スライドショーを一時停止ずるには 

コント□ールボタンの中央の♦を巧す。 

再開したいとさは[続巧]を選び、中央の♦を巧す。 

•画像は停止したところから再生しますび、 BGM はなの始めから再生します。 



画像を戻ず/送るには 

一時停止中に ◄/ ►を押す。 

スライドショーを終了ずるには 

巧ボタンを押すか、一時停止中に▼で[終了]を選び、♦を巧す。 

• Pic 旧 ridge 接続中はスライドショーはできません。 

設定を変更ずる 

スライドショーの設定をお好みで変更でをます。またスライドショーを始めることわ 
でをます。 

© MENU ボタンを巧し、メニューを表示する。 


サイパ—ショットを使いこなそラ 
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スライド シヨー {つヴを） 


⑤コント□-ルボタンの ◄/ ►で [む] (スライド シヨー) を選び、中央の♦を巧す。 


麻 


I スライドシヨー I 

巧田度を 

y^lto I 

辑りおし 

入 ► 

再を国な 

フォルダ巧 

BGM 

4 Musics ► 

エフェクト 

イスタイ U プシユ ► 


I キャンがレ I スタート I 


@ ▲/ ▼で設定する項目を選び、 ◄/ ►で希望の設定を選ぶ。 

@ ▼/ ►で[スタート]を選び、中央の • を巧す。 

スライドショーび始まる。 

スライドショーをすぐ始めないとさは[キャンセル]を押す。 
• 設定は次回変更するまで保持されます。 

設定することびでさる項目はし: TF のとおりです。 

お買い上げ時の設定はがで示しています。 




シンプル 

さまざまなシーンにフィットするシンプルなスライド 
ショー。 


ノスタルジック 

映画の1シーンのよラなムードあるスライドショー。 

が 

スタイリッシュ 

ミドルテンポのスタイ U ッシュなスライドショー。 


アクティブ 

アクティブなシーンにをった八イテンポなスライド 
ショー。 


ノーマル 

画像を一定間隔で送るベーシックなスライドショー。 


• [シンプル]、[ノスタルジック]、[スタイリッシュ]、[アクティブ]設定時は 
一静止画のみ表示されます。 

—マルチ連写した画像は1コマ目のみ表おされます。 

• [ノーマル]設定時は、 BGM [切]で固定です。ただし、動画の音声は流れまず。 


BGM 


音楽 (BGM) は、それぞれのエフェクトに合わせて作られています。 



Musid 

エフェクトび[シンプル]のとをの初期設定。 


Music2 

エフェクトび[ノスタルジック]のとさの初期設定。 

が 

Musics 

エフェクトび[スタイ U ッシュ]のとさの初期設定。 


Music4 

エフェクトび[アクティブ]のときの初期設定。 


切 

エフェクトび[ノーマ J レ]のとをの設定。 BGM はありま 
せん。 







スタート 

スライドショーを実行する。 


キャンセル 

スライドショー操作をやめる。 


を BGM ファイルを追加/入れ巧えをするには 

お手持ちの音楽 CD や MP 3 ファイルからお好みの曲 ( BGM ファイル)を本機に転送し、スライド 
ショーととちに再生でをます。 BGM ファイルの転送は、パソコンにインス!-ールした付属のソ 
フトウェア 「Music Transfer 」 を使巧して、 [ち] (セットアップ)の [ BGM ダウン□-问で行い 
ます。詳しくは、76、78ページをご覧ください。 

•本機には4曲まで目 GM を記録できます。（出荷時には、4曲分 ( Musici 〜 4) すべての BGM び 
巧意されていますび、お好みの曲と入れ換えることびできます。） 

• 本機で再生でをる曲の長さは、1曲最長18日砂までです。 

• BGM ファイルび破損するなどして再生びで去ない場合は 、 [BGM フオー マット] (57 ぺージ） 
を巧って、あらためて BGM ファイルを本機に転送し直してください。 


が 

入 

繰り返しスライドショーする。 


切 

1回スライドショーする。 


が 

フォルダ内 

選択中のフォルダ内の画像を順番に再生する。 


をて 

"メモ U —ステイックデュオ"内のすべての画像を順番 
に再生する。 


が 

3巧 


5秒 


10お' 


30巧 


1分 


画面切り換えの間隔。 

(エフェクトびレーマル]のときのみ） 


hi 而を化 


り返し 


再生画像 


サイバ—シヨットを使いこなそラ 
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メニュ ーを使 5 

メニユーの操作方法 


曰〇口 



1 本機の電源を入れ、モードスイッチををわせる。 

モードスイツチの位置やメニューの〇 ( カメラ）の設定によって、使用でをる項目 
び異なります。 


2 MENU ボタンを巧し、メニューを表示する。 


3 コント□—ルボタンの ◄/ ►を巧し、設定する 
メニュー項目を選ぶ。 

• 設定するメニュー項目びかくれている場合は、 ◄/ ►を押し 
つづけて表示する。 

• モードスイツチび「田」のときは、項目選択後♦を押す。 




4 ▲/ ▼を巧して、設定を選ぶ。 

選ばれた設定び拡大表示されてミ央定される。 


5 MENU ボタンを巧し、メニュー表示を消す。 


撮影モードにずるには 

シャッターボタンを半押ししてち、；><こユー表示を消すことびでをます。 


•項目表示の端に ▲/ ▼マークび付いているときは、画面に表示されていない項目びあります。コ 
ント□ールボタンで移動すると表示でをます。 

• 選ぶことびでさない項目は設定で去ません。 




メニュー頃目一覧 


巧操が方法は30ページ 


モードスイッチの位置によって、使用でをるメニュー項目び異な D ます。本機の画面に 
は、使用できる項目のみ表示されます。 

(♦:使用可能） 


モードスイツチの位置： 

〇 


因 


才ート 

プ□グラム 

シーンセレクション 


撮彰 時に使 5 メニュー (32 ページ） 

〇(カメラ） 

♦ 

♦ 

♦ 

- 

- 

COLOR (カラーモード) 

- 

♦ 

- 

♦ 

- 

囚 （EV) • ♦♦- 

を（フオーカス） 一 ♦ ♦♦一 

田 （測光モード） 一 ♦ ♦♦一 

WB (ホワイトバランス） 

- 

参 

♦ 

♦ 

- 

ISO - ♦ ♦ -- 

年•(画質） 一 ♦ ♦一一 

Mode (撮影モード） 

♦ 

♦ 

♦ 

- 

- 

巨 RK (プラケット設定） 

- 

♦ 

♦ * 

- 

- 

哩（インターバル） 

- 

• 

♦ * 

- 

- 

夕±(フラッシュレベル） 

- 

• 

♦ * 

- 

- 

i3( コントラスト） 一 ♦ _ _ _ 

正] (シャープネス） 一 ♦ — —— 

百(セットアップ） 

♦ 

• 

♦ 

♦ 

- 


メ 

a 

I 

を 

使 
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再生時に使ラメニユー （ 4 1ページ) 

己（フオルダ) _ 

か^ (プ□テクト) _ 

DPOF 

占) (プリント） 

む(スライドシヨ ー j _ 

因（リサイズ) _ 

□3(回晒) _ 

令(分割) _ 

S (セットアップ） 

卜 IJ 云ング ** 


* シーンセレクションのモードによっては使巧でをません。一 *^26 ページ 
** 再生ズーム時のみ。 
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撮驚時にほラメニュー 


@操作方ミちは30ぺージ 


お買い上げ時の設定はがでおしています。 


(カメラ） 


静止画のカメラモードを選びます。 
^別冊 r はじめに J 手順己 


COLOR (カラーモード) 


画像の鮮やかさを変えた0、特殊効果を加えて撮影でをます。 



モノトーン （B&VV) 

画像を白黒にする。 


セピア (SEPIA) 

ちい写真のよラな色をいにする。 


ナチュラル (NATURAL) 

落ちついた色をいにする。 


ビビッド (VIVID) 

鮮やかで深い色含いにする。 


標準 



• 動画撮影時は、[モノトーン]、[セピア]のみになります。 
• [マルチ連写]のときは、[標準]になります。 
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宙操が方法は 30 ページ 


露出を手動巧正します。 

: 'f 

一方向 +方向 



♦ +2.0EV 

+側：画像び明る < なる。 

が 

0EV 

本機び自動設定した露出。 


♦ -2.0EV 

一側：画像び暗くなる。 



•露出について一-11ページ 
•1/3EV 単位で露出値を調節でをます。 

• 被写体び極端に明るいときや暗いとを、またはフラッシュ撮影時は、補正び効かないことがあ 
ります。 

をヒストグラムを使って EV 補正を行う 



暗明るさ明 


ヒストグラムは、明るさを示すグラフです。 
ini (画面表示切り換え)ボタンを繰り返し押す 
と、画面内に表示されます。表示びち寄りなら 
明るめの画像、左寄りな6暗めの画像です。 
モードスイッチを roj に合わせ、ヒストグラ 
ムで露出を確認しなげら EV 補正します。 



メ 

a 

I 

を 

使 

ラ 


• 下記の場合ちヒストグラムび表示されますび、 EV 補正はでをません。 
一〇(カメラ）び[オート]のとを 
-静止画シング J レ画面再生時 
-クイックレビュー時 
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撮露時に巧 5 メニュー{つヴを) 


@操作方法は30ぺージ 


(フォーカス） 


阿 Q 


ピント合わせの方法を変更します。ピントび合いにくいとをなどに使います。 



〇〇(無限違） 


7.0 m 


3.0 m 


あ5かじめ設定した距離にピントびをう。 

(フ オーカ スプリセット） 

• 網やガラス越しの撮影など、オートフ オー カスび効きにく 
いとさに便利です。 


1 .0 m 
0.5 m 

スポット AF(D) 非常にルさな被写体に自動ピントをわせする。 


• AF ロックと併用して好きな構図で撮影び可能です。測距 
粋からはずれないよラに手ぶれにご注意ください。 


中央重点 AF(ni) 



画面中央付近の被写体に自動ピントをわせする。 

• AF □ックと併用して巧をな構図で撮該び可能です。 


夕 7 ルチ AF 

(マルチポイント AR 



AF 測距枠 
AF 測距枠表示 


画面全体を基準に、自動ピントをわせする。 
• 被写体び中央にないときなどに便利です。 


(面静止画のとき) 
( n 動画のとを） 



AF 測距枠 
AF 測距枠表示 
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鹰操作方法は 30 ページ 



• AF とは、 「A 山0 Focus」 の略で、自動ピント合わせ機能のこと。 

• 「フオーカスプ U セツト」の距離設定はをみの誤差を含みます。レンズを上や下に向けると誤差 
は大きくなります。 

• 動画撮影時は、[マルチ A 円をおすすめします。手ぶれに強いためです。 

• デジタルズームや AF イル S ネーターを使巧するとをは、中央付近の被写体を優先した AF 動作 
になります。この場合、 HI、m または ■! は点滅し、 AF 測距枠は表示されません。 

• シーンセレクションのモードによっては、選択できないものびあります (2 目ページ)。 

をピントび合わないとさは 

被写体びフレーム(画面)端にある場合や、[中央重点 A 円または[スポツト A 円設定の場合、フ 
レーム端の被写体にピントび合わない場合びあります。この場合、下の方法を使います。 

①被写体が AF 測距枠内に入るように構図を変え、シャッターボタンを半押ししてピント 
ををわせる (AF □ック）。 


AE/AF □ック表示 
AF 測距巧 


シャッターボタンを巧し込む前なら、何回でちやり直せます。 




メ 

a 

I 

を 
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③ AE/AF □ック表示び点滅一点灯に変わった5、半押しのまま構図を戻し、シャツター 
ボタンを巧し込んで撮影する。 



35 




撮露時に使 5 メニュー{つヴを) 


@操作方ミちは30ぺージ 


(測光モード） 




本機び自動で露出をミ夫めるとを、画面のどの部分で光を測るか(測光)を設定します。 


スポット(スポット測光） 
(曰） 


被写体の一部分だけで測光する。 

• 逆光にある被写体や、背景と被写体のコントラストび強い 
とさに便利です。 


スポット測光照華 

被写体をここに合わせる 



中央重点(中央重点測光） 

_( 回）_ 

が7ルチ 

(マルチパターン測光） 


画面の中央部に重点をおいて測光し、中央部付近の明る 
さを基準に露出を決める。 

画面を多分割して測光し、全体のバランスをとって自動 
調節する。 


•露出について 一ページ 

• [スポット測光]や[中央重点測光]の場合、測光する場所とフォーカス位置を合わせたいとをは、 
[を](フォーカス）を[中央重点 A 円にすることをおすすめします (34 ページ)。 


w 巳（ホワイトバランス） 


田 


〇 [関 I 


画像の色びおかしいと感じたとをなどに、撮影場所の光の状況に合わせて調整します。 



フラッシュ（州 B ) 

フラッシュ光に合わせる。 

•動画のとをは選べません。 


電球诚） 

パーティーを場など、照明条件び変化するとを和、スタ 
ジオなどのビデオライトに合わせる。 


壁光な (貨〇 

堂光灯の光にをわせる。 


量 天 ( A ) 

曇り空に合わせる。 


太陽光じわ） 

屋外や、夜景/ネオン/花火/曰の出/曰没前後などに合わ 
せる。 

分 

才ート 

ホワイトバランスを自動調節する。 


• ホワイトバランスについて一12ページ 

•ちらつきのある堂光む下では、[壁光灯](:肯0を選んでもラまく合わないことびあります。 

• [フラッシュ]け WB) じ(がのときフラッシュ発光して撮影すると、[ホワイトバランス]は[才一 
卜] になります。 

• シーンセレクションのモードによっては、選択でをないものびあります (26 ページ)。 






西操作方法は 30 ページ 


に0 


光に対する感度をに0といラ単位で設定します。数値び大きいほど高感度になります。 



1000 

暗い場所や高速で移動する被写体には大きい値を、高画 


800 

質で撮るにはかさい値を設定する。 


400 



200 



100 



80 



才ート 



• ISO 感度について一 -11 ページ 
• 高感度になるほどノイズ感び増します。 

• シーンセレクションのときは、 [ISO] ははート]になります。 

• 明るい環境下で撮影すると、自動的に階調表現び増し、白とびび軽減されます （[ISO] び [80] ま 
たは [1 日日]政がのと去)。 
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静止画の圧縮率を選びます。 


が 

ファイン （FINE) 

高画質(ほ圧縮)で記録する。 


スタンダード (STD) 

標準画質(高圧縮)で記録する。 


• 画質について一12ぺージ 
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撮該時に使 5 メニュー{つヴを) 


@操作方法は30ぺージ 


Mode (撮影モード） 




シャッターを押し込んだとを、連写するかしないかを設定します。 



マルチ連写(哩） 

シャッターボタンを巧すと、1枚の静止画の中に16コマ 
の画像を連続記録する。 

• スポーツのフオームチェックなどに便利です。 

• [インターバル] (39 ページ)で、コマ間のインターバル(間 
隔)を設定でをます。 


ブラケット (BRK) 

3通りの異なった露出で、静止画を3枚撮影する。 

• 被写体の明るさによってラま<撮影でをないとさに、プラ 
ケット撮影で露出を変えなびら撮影すれば、撮影したあと 
最適な露出の画像を選ぶことびで去ます。 


連写(回） 

シャッターボタンを押し続けている間、最大連写枚数(次 
の表)まで連写する。 

• 「記録中」といラ表示び消えると次の画像を撮影でをます。 

分 

通常撮影 

連写しない。 


[マルチ連写]について 

• マルチ連写した画像は、下記の操作で達続再生でさます。 

一時停止/再開：コント□ールボタンの•を押す。 

1コマずつ再生：一時停止状態で ◄/ ►を押す。♦を押すと連続再生に戻る。 

• [マルチ連写]では、切下の操作びでをません。 

ー スマートズーム 
-フラッシュ撮影 

一連写画儘の分割/蒂望のコマのみの抽出や削除 

-〇(カメラ）び[才ート]のとき[インターバル]をり/ 3o]um に設定すること 
•マルチ連写した画像をパソコンで再生すると、撮影された16コマび1枚の画儘として同時に表 
おされます。マルチ連写機能のないカメラで再生した場合を同様です。 

• マルチ連写の画像サイズは1 M となります。 

• シーンセレクションのモードによってはマルチ連写でをない場合びありますに6ページ)。 

[ブラケット]について 

• フラッシュは ® (発光禁止)になります。 

• フオーカスとホワイトバランスは、最初の1枚目に設定された値に固定されます。 

• EV 補正をしているときは (33 ページ)、補正した明るさを基準に露出び変わり撮影されます。 

• 撮影の間隔は約1秒です。 

• 被写体び明るすぎたり暗すぎたりするとをは、設定した補正量で撮影で去ない場合びあります。 
• シーンセレクションのモードによっては、ブラケット撮診できない場合びあります (26 ペー 
ジ)。 




曆操作方法は 30 ぺージ 


健写]について 

• フラッシュは ® (発光禁止)になります。 

•セルフタイマーで連写すると、最大5枚の連続撮影となります。 

• 撮影の間隔は約 0.92 秒です。 

•バッテ U —の残量びみない、または内蔵メモ U — /"><モリースティックデュオ"の容量びいつ 
ぱいになると、連写は停止します。 

• シーンセレクションのモードによっては連写でをない場合びあります (26 ページ)。 
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最大運写が数 （枚) 


画質 

サイズ 

フアイン 

スタンダード 

7M 

5 

8 

3:2 

5 

8 

己 M 

6 

11 

3M 

9 

17 

2M 

15 

27 

VGA 

85 

100 

16:9 

15 

27 


BRK (ブラケット設定) 


自動的に露出を変えて3枚の画像を連続して撮影でをます。 



±1.0EV 

露出値を上下に1 .OEV ずらして撮影する。 

が 

±0.7EV 

露出値を上下に a7EV ずらして撮影する。 


±0.3EV 

露出値を上下に a3EV ずらして撮影する。 


• シーンセレクションのモードによっては、旧 RK ヴラケット設定)]び表示されません。 


國（インターバル) 


[マルチ連写] (38 ぺージ)の〕マ間のインターバル(間歐を設定します。 



1/7.5 (1/7.5") 

• [Mode] で[マルチ連写]の設定をしてから、[インターバ 


1/15 (1/15") 

ル]の設定をしてください。[マルチ連写]切がのとをは設 
定でさません (38 ページ)。 


1/30 (1/30") 


• シーンセレクションのモードによっては、[哩（インターバル)]び表示されません。 
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撮該時に使うメニュー{つヴき） 忠操作方猫ま30ぺージ 


レベル） 


回\〇1関 ■ 


フラッシュの発光量を調節します。 



+な +) 

+側：発光量を増やす。 

分 

標準 



-け-) 

一側：発光量を減らす。 


• フラッシュモー ドのなり被え一別冊「はじめに」手順5 

• シーンセレクションのモードによっては、フラッシュレベルの設定びで去ない場合びあります 
(26 ページ)。 


〇(コントラスト） 


撮影する画像の明暗の比(コントラスト）を変えます。 



+〇) 

+側：画像の明暗比を増やす。 


標準 



-0) 

一側：画像の明暗比を滅5す。 


正](シャープネス) 


撮影する画像の鮮鋭度(シャープネス）を変えます。 



+ ( 田） 

+側：画像のくつを〇感を増やす。 

が 

標準 



-征） 

一側：落ち着いた画像にする。 


(セットアップ） 


因 


iTm 


48ページをご覧ください。 









再生時に使ラメニュー 曆操作方法は 30 ページ 

お買い上げ時の設定は分で示しています。 


ロォルダ） ◎旦圓 


再生したい画像の入っているフォルダを選びます。 （";>< モリースティックデュオ"使 
用時のみ） 



実行 

下記の手順をご覧<ださい。 

分 

キャンセル 

フオルダ選択をやめる。 


①コント□ールボタンの ◄/ ►で再生したい画像び入っているフオルダを選ぶ。 





⑤▲を巧して误行]を選び、中央の ♦ を巧す。 


をフォルダについて 

本機は撮影した画像をソモ U- スティックデュオ"の特定のフォルダに記録します (54 ぺ一 
ジ)。このフォルダを変更したり、新規で作成したりでをます。 

• フォルダを作成するには一簡録フォルダ作成]巧4ぺージ） 

• 記録先のフォルダを変更するには一鼠録フォルダ変更]巧5ぺージ） 

•">< モ U —スティックデュオ"に複数のフォルダびあるとをは、フォルダ内の最初/最後の画像 
に下記のマークび表おされます。 

D: 前のフォルダに移動可能 
a 後ろのフォルダに移動可能 
09：前/後のフォルダに移動可能 


(プ□テクト） 回巧画^^! 


画像を誤って消さないよラに保護(プ□テクト）します。 


が 

プ□テクト (0~ n ) 

下記の手順をご覧<ださい。 


終了 

プ□テクト操作を終了する。 
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再を時に使 5 メニュー{つヴき) 


操作方法は30ぺージ 


シングル画面でプ□テクトずるには 

® プ□テクトしたい画像を表おする。 

@ MENU ボタンを押し、メニユーを表示する。 

③コント□—ルボタンの ◄/ ►で [ o ~ n ] (プ□テクト）を選び、中央の♦を巧す。 
画像びプ□テクトされ、 0~ n マークび付く。 


哥 S 麻リ 9 曲 



④他の画像もプ□テクトしたいときは、ィ/►で画像を表示し、中央の参を巧す。 


インデックス画面でプ□テクトずるには 

① H (インデックス）ボタンを巧して、インデックス画面にする。 

@ MENU ボタンを巧し、メニユーを表示する。 

③コント□—ルボタンの ◄/ ►で [0~ n ] (プ□テクト）を選び、中央の♦を巧す。 
® ▲/ ▼で[選択]を選び、中央の♦を巧す。 

⑤プ□テクトしたい画像を ▲/▼/◄/ ►で選び、中央の♦を巧す。 

画像に緑色のか-マークが付<。 



⑥他の画像もプ□テクトしたいときは、手順⑥を繰り返す。 
③ MENU ボタンを巧す。 

® ►で[実行]を選び、中央の♦を巧す。 

0~ n マークび 白色に変わり、プ□テクトされる。 


• フオルダ内の全画憬をプ□テクトするには、手順®で[フオルダ内全て]を選んで中央の♦を押 
し、巧に►で[入]を選んで♦を押す。 

プ□テクトを解除ずるには 
シング J レ画面で辭除ずるには 

「シングル画面でプ□テクトするには」の手順③または④で中央の♦を押す。 
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顧操作方法は 30 ページ 


インデックス画面で解除ずるには 

①「インデックス画面でプ□テクトするには」の手順⑤で解除したい画像を選ぶ。 
©中央の♦対甲して、 0~ n マークをグレーにする。 

③同じ操作を解除したいすべての画像について繰り返す。 

© MENU ボタンを押して、►で[実行]を選び、中央の♦を巧す。 


フォルダ内全画像のプ□テクトを解除ずるには 

r インデックス画面でプ□テクトするには」の手順®で[フォルダ内全て]を選んで中央の 
♦を押し、次に►で[切]を選んで • を巧す。 

• フォーマットするとプロテクトした画像ち削除され元に戻せません。 

• プ□テクトには時間びかかる場合びありまず。 


DPOF 


プリントしたい画像にプリント予約マーク（曾0を付けます (84 ページ)。 



メ 
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a (プリント) 


80ページをご覧ください。 



27ページをご覧ください。 
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再を時に使 5 メニュー{つヴを) 


@操作方法は30ぺージ 


因（リサイズ) 


撮影した画像のサイズを変えて（リサイズ)、新しいファイルとして記歸します。元の画 
像はそのまま残ります。 



7 M 

[画像サイズ]の選択の目安^局！/册厂な じめに_!手順4 


5 M 


3 M 


2 M 


VGA 

が 

キャンセル 

U サイズを中止する。 


①サイズを変更したい画像を表示する。 

@ MENU ボタンを押し、メニューを表示する。 

③コント□—ルボタンの ◄/ ►で[回](リサイズ)を選び、中央の♦を巧す。 

©▲/ ▼で変更したいサイズを選び、中央の♦を押す。 

U サイズした画像び選択中の記録フォルダに一番新しいファイルとして記録される。 


• m 像サイ X ]一別师「はじめに_!手順4 
• 動画/マルチ連写画像は U サイズでをません。 

• ルさいサイズから大きいサイズに U サイズすると、画像び劣化します。 

• 縦横比3:2、16:9の画像サイズには U サイズすることはでをません。 

• 縦横比3:2、16:9の画像は U サイズすると画儘の上下に黒帯び入ります。 
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宙操作方ミちは 30 ページ 


肺個鼠 


E 〇 



静止画像を左ちに回転します。 



で、 

画像を回転する。下記の手順をご覧 < ださい。 


実行 

画像の回転を確定する。下記の手順をご覧ください。 

が 

キャンセル 

[回転]を中止する。 


①回転させたい画像を表おする。 

© MENU ボタンを巧し、メニューを表おする。 

③ コント□ールボタンの ◄/ ►で由為（回転)を選び、中央の♦を巧す。 

④ ▲で[で、]を選び、 ◄/► で画像を回転させる。 

⑤ ▲/▼で廣行]を選び、中央の ♦ を押す。 
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• プ□テクトされている画像、動画、マルチ連写画像は回転でをません。 

•他機で撮影した画像は本機では回転でをないことびあります。 

•パソコンで画像を見るとき、ソフトウエアによっては画像の回転情報び反映されない場合びあ 
ります。 


令(分割) 


撮影した動画を分割した D 、 不要な部分を削除でをます。内蔵;><モリーまたは";><モリー 
スティックデュオ"の容量び足りないとをや E メールで動画を送るとさに便利です。 

• 分割する前の動画は削除され、そのファイル番号は欠番となります。また、一度分割した動画を 
元に戻すことはでをません。 



実行 

下記の手順をご覧<ださい。 

が 

キャンセル 

分割を中止する。 
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再生時に巧ラメニュー{つヴき) 


觸操作方法は30ページ 


例：101_0002の動画を分割した場合 

下記のようなファイル構成のときにファイル名101_00日2の動画ファイルを分割、削 
除する場をを例に説明する。 


10し0001 10し0003 



10し0002 


1 シーン A を切0離す。 



10し0002 


切り離す 

1010002び、分割されて1010004と1010005になる。 


2 シーン目を切り離す。 

10し0004 

I^ II ^1 内 I- 

1 3 A 2 己 


101 -0005 

切0離す 

101日00日び分割されて、1010006と1010007になる。 


3 シーン A と B は不要なので削除する。 


101-0004 101-0007 



削除 削除 

4 必要なシーン1日10006だけび残る。 



10し0006 


操作方法 

①分割したい動画を表示する。 

@ MENU ボタン对甲し、メニューを表示する。 

③コント□-ルボタンの ◄/ ►で [お] (分割)を選び、中央の♦を巧す。 
® ▲を押して[実行]を選び、中央の ♦ を巧す。 

動画び再生される。 







顧操作方法は 30 ページ 


⑤分割したい位置で中央の♦を巧す。 



•分割ずる位置を微調節したいときは、 [◄ ii/iiH (コマ戻し/コマ送り）を選び、 ◄/ ►で微調節 
する。 

• 分割する場所を選び直すとさは、[キャンセル]を選び、動画再生を再開ずる。 

⑥▲/▼で[実巧]を選び、中央の • を押す。 

③▲で[実行]を選び、中央の ♦ を巧す。 

動画び分割される。 

• 分割後のファイル番号は、例のよラになります。分割された動画は選択している記録フォルダ 
に一番新しいファイルとして記録されます。 
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• 下記の画像は分割でをません。 

-静止画 

-分割でをる充分な長さ(約2砂間)のない動画 
-プ□テクトされている動画 (41 ページ） 


(セットアップ） 


因 


〇 




48ページをご覧ください。 


トリミング 


再生ズーム(一為層厂はじめに7ま/傷のした画像を新しいファイルとして記録します。 



トリミング 

下記の手順をご覧<ださい。 

が 

戻る 

卜 US ングを中止する。 


①再生ズーム中に MENU ボタンを押し、メニューを表示する。 

©コント□-ルボタンの►で[卜 U ミング]を選び、中央の♦を巧す。 

③ ▲/ ▼で画像サイズを選び、中央の♦を押す。 

画像び記録され、拡大前の画像表示に戻る。 

• トリミングした画儘は一番新しいファイルとして記録され、元の画像はそのまま殘ります。 
•トリミングした画像は画質び祟化する場合びあります。 

• 縦横比3:2、16:9の画像サイズに卜 US ングすることはでをません。 

• クイックレビューで表示した画儘は卜 U ミングできません。 
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i Um セットアップ画面を使ラ 

呀セッ 


トアツプ画面の操作方ミち 


占(セツトアップ)画面を使5と、本機のお買い上げ時の設定を変更でをます。 


曰〇口 



1電源を入れる。 


2 MENU ボタンを巧し、メニューを表示ずる。 


3コント□-ルボタンの►を巧し、田(セツトアップ)の位置に進み、もう一度 
►を巧ず。 


4コント□-ルボタンの ▲/▼/◄/► を巧し、設定したい項目を選ぶ。 

還ばれた設定の枠び黄色に変わる。 


5中央の♦を巧して設定误行)ずる。 


I _ 苗ち2 _ 

9|フアイ J けンパ-: 
a USB 接扇： 

±ビデオ信号出力： j 新 
歷キャンセル 


さ(セットアップ)画面を終了するには、 MENU ボタンを押す。 

百(セットアップ)画面から;ニューに戻るには、コント□-ルボタンの◄を繰り返し 
押す。 

• シャッターを半巧しすると、百(セットアップ)画面び終了して撮影モードに戻ります。 

メニューび表示されていないとをは 

MENU ボタンを長押しして ちち (セットアップ)画面になります。 

設定変更を中止ずるには 

[キャンセル]び選択頂目にある場含は I それを選んでコント□ールボタン中央の•を 
押す。ない場含は、設定し直す。 

48 •設定は、電源を切ってからを保持されます。 




p カメラ 1 


曆操作方法は 48 ページ 


お買い上げ時の設定は分で示しています。 


AF モード 


自動ピント合わせ(オートフォーカス)の種類を選びます。 


が 

シングル (S AF ) 

シャッターボタンを半押しすると自動ピントをわせする。 
動さのない被写体を撮影するときに便利。 


モニタリング (M AF ) 

シゎッターボタンを半押しする前から自動ピント合わせ 
する。ピント合わせの時間を短くできる。 

• [シングル]よりもバッテリーの消耗び早くなります。 


デジタルズーム 


デジタルズームの設定をします。本機はレンブの倍率巧倍)まで光学ズームを行い、そ 
れを超えるとスマート/プレシジョンいずれかのデジタルズームを行います。 


が 

スマート 
(スマートズーム） 

(目み） 

画像サイズに応じて、画像び劣化しない範囲内にデジタ 
ルスーム倍率を制限します。 [7 M ]、[3:2] のとをは使用 
でさません。 

• スマートズームの最大倍率は、下表をご覧ください。 


プレシジョン 

(プレシジョンデジタル 

ズーム）（因み） 

画像サイズの設定に関わらず、最大6倍までデジタル 
ズームしますび、画像は祟化します。 


切 

デジタルズームを使わない。 


スマートズームの 画像サイズと最大倍率 


画像サイズ 

最大倍率 

5 M 

約 3.6 倍 

3 M 

約4.己倍 

2 M 

約己.6倍 

VGA 

約14倍 

16:9 

約 4.8 倍 


■セットァップ画面を使/コ 
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カメラ 1 {つヴを) 


鹰操作方猫ま48ぺージ 


‘ズームボタンを押すと、下記のよラなズーム倍率び表示されます。 

-このラインより W 側は光学ズーム領域、 
T 側はデジタルズーム領、域 

-ズーム倍率表示 


• スマートズーム/プレシジョンデジタルズームの最大倍率は、光学ズームの倍率を含みます。 

• デジタルズーム時は AF 測距粋は表示されません。曲、田または D び点滅し、中央付近の被写 
体を優先した AF 動作になりまず。 

• スマートズーム時に画面の画像び粗く見える場合びありますび、撮影される画儘には影響あり 
ません。 


機能ガイド 


本機を操作したとさに、機能の説明び一時的に表示されます。 


が 

入 

機能ガイドを表示する。 


切 

機能ガイドを表示しない。 


赤目趕減 


フラッシュ撮影時、目び赤く写るのを抑制し 
ます。設定媛、撮影します。 




入(働 

赤目軽ミ咸する。 

•フラッシュび2回切上予備発光します。 

分 

切 

赤目抑制しない。 


• シャッターび切れるまで約1砂かかるので、カメラをしっかり構えて手ぶれを防いでください。 
また、被写体び動かないよラにしてください。 

• 赤目軽減の効果には個人差びあります。また被写体までの距離や、予備発光を見ていないなど 
の条件によって、効果び表れにくいことびあります。 







宙操作方まは 48 ページ 


AF ィル S ネーター 


AF イル S ネーターとは、暗所でフォーカスを合わせるための補助光です。シャッター 
ボタンを半押ししてフォーカスび□ックされる までの 間、自動的にホい補助光び出て、 
フォーカスを合わせ令す< します。このとさ画面に K - ON び表示されます。 


が 

才ート 

AF イル S ネーターを使ラ。 


切 

使わない。 


• AF イル S ネーターを発光してち、充分な光び被写体に届かない場合(推賓距離：約 2.7 m (ズー 
ム： W ) まで/約 2.5 m (ズーム： T ) まで)やコントラストび弱い被写体を撮影する場合、フオー 
カスは合いません。 

• AF イル S ネーターの光び画像の中むからずれる場合びありますび、光び被写体に届いていれ 
ば、 フオー カスは合います。 

• フオーカスプリセット （34 ページ)のとを、 AF イルミネーターは使えません。 

• AF 測距枠は表示されません。面、田または n び点滅し、中央付近の被写体を優先した AF 動 
作になります。 

• シーンセレクションび J (夜景モード)、四偶景モード)、广が(高速シャッターモード)、ぶた;(巧 
ち上げ花火モード)に設定されているときは、 AF イルミネーターは発光しません。 

• AF イルミネーターは明るい光です。安全には問題ありませんび、至近距離で直接人の目に当た 
らないよラにお使いください。 



静止画撮影直後に、記録した画像を約2秒間画面に表示します。 


が 

入 

オートレビューを使ラ。 


切 

使わない。 


• シャッターボタンを半押しすると記録画像の表示び消え、すぐになの撮影びでさます。 


■セットァップ画面を使/コ 
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P カメラ 2 


操作方法は 48 ぺージ 


お買い上げ時の設定はがで示しています。 


手ぶれ補正 


手ぶれ補正の種類を選びます。 


夕 

撮影時 

シャツターボタンを半押しすると手ぶれ補正び働く。 


常時 

常に手ぶれ補正び働<。違<を拡大して撮影するとさで 
ち構図を安定させることびでをます。 

• [撮影廚よりもバツテ U —の消費び早くなります。 


•動画では、[撮影時]を選んでち、[萬時]の状態で手ぶれ補正します。 

(手ぶれ補正)ボタンで、手ぶれ補正を「オフ」にすることもできます(〇(力 ラ）び[オート] 
政列のとき)。一筑舰厂なじめに y 手/腺5 
•下記の場合は、手ぶれび補正しされないことびあります。 

-手ぶれび大をすぎる 

-夜景撮影時など、シャッタースピードを遅くして撮影するとき 




を!巧蔵メモリーツール 


曆操作方法は48ページ 


メモ U —ステイックデュオび本機に入っている場含は表示されません。 
お買い上げ時の設定は分で示しています。 



内蔵メモ U —をフォーマツト(初期化）します。 

• フォーマツトすると、プ□テクトしてある画像ち含めて、すべてのデータび消まされ、元に戻せ 
ません。 



実行 

下記の手順をご覧<ださい。 


キャンセル 

フ オーマツ トを中止する。 


①コント□-ルボタンの▲で[実行]を選び、中央の♦を押す。 

「内蔵メモ1」一のデータびすべて消去されますよろしいですか？」といラメッセージ 
び表おされる。 


③▲で[実行]を選び、中央の ♦ を巧す。 
フ オーマツ トび実行される。 


■セットァップ画面を使/コ 
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OS メモリー ステ イツクツー ル 鹰操作方法は48ぺ_ジ 


モリースティックデュオ"び本機に入っている場合のみ表示されます。 
お買い上げ時の設定は分で示しています。 



ソモ U- スティックデュオ"をフォーマット(初期化）します。市販のソモリース 
ティックデュオ"はフォーマット済みのため、フォーマットの必要はありません。 

• フ オーマツ トすると、プロテクトしてある画像も含めて、すべてのデータび消去され、元に戻せ 
ません。 



実行 

下記の手順をご覽< ださい。 

が 

キャンセル 

フオーマツトを中止する。 


①コント□ールボタンの▲で[実行]を選び、中央の♦を押す。 

「メモ U —スティックのデータびすべて消去されますよろしいですか？」といラ;><ッ 
セージび表示される。 


⑤▲で[実巧]を選び、中央の♦を巧す。 
フ オーマツ トび実行される。 


記録フオルダ作成 


"メモリースティックデュオ"の中に新しいフォルダを作成します。 



実行 

下記の手順をご覧 < ださい。 

分 

キャンセル 

記録フオルダ作成を中止する。 


①コント□ールボタンの▲で[実行]を選び、中央の♦を押す。 
記録フオルダ作成画面び表示される。 


因60お 
t 进フオル州な 


i 巧1フオルダを巧なしまず 
102 MSDCF 


よろ IA 巧すか？ 



@ ▲で[実巧]を選び、中央の•を巧す。 

既存番号+1のフォルダび作成される。次に撮影する画像は新しく作成したフォルダに 
記録される。 

• フオルダについては、41ページで説明しています。 

• フォルダを新規作成していない場合は、 ri01MSDCF」 フォルダび記録フォルダとして設定さ 
れます。 

• フォルダは最高で r999MSDCF」 まで作成できます。 







潛操作方法は 48 ぺージ 


• 画働ま、違うフォルダを選ぶか、更に新しいフォルダを作成するまでそのフォルダに記録され 
ます。 

• 一度作成したフォルダを本機では削除できないため、パソコンなどで削除してください。 

• 1つのフォルダに記録できる画儘は最大4日00枚のため、フォルダ容量を超えると、自動的に新 
しいフォルダびイち成されます。 

• 「画像ファイルの保を先とファイル名」（目9ページ)ちご覧<ださい。 


記録フオルダ変更 


画像を記録するフォルダを変更します。 



実行 

下記の手順をご覧<ださい。 

が 

キャンセル 

記録フオルダ変更を中止する。 


①コント□ールボタンの▲で[実行^]を選び、中央の♦を押す。 
記録フオルダ選択画面び表示される。 


I 醜フォルタ献 I 

i 

己102 2/2 

► 


フオルタ名： 1 C 12 MSDCF 
ファイ MS : 0 
巧加時： 

200611 1:05:34 AM 



nren 

1キり它ル1 

モ。レ/ツ丰* • 


③ ◄/ ►で記録フォルダを選び、▲で误巧]を選び、中央の♦を巧す。 

• 「1日 0MSDCF」 フォルダは記録フォルダとして選べません。 

•記録した画像を別のフォルダには移動でをません。 


■セットァップ画面を使/コ 
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メモリーステイツクツール(ごヴを) 


鹰操作方法は48ページ 



内蔵メモリーに記録した画像を、"メモリースティックデュオ"に一括〕ピーします。 



実行 

下記の手順をご覧 < ださい。 

分 

キャンセル 

コピーを中止する。 


① 64MB が上の容量のある"メモリースティックデュオ"を本体に入れる。 


® コント□ールボタンの▲で[実行]を選び、中央の♦を押す。 

「内蔵メモ U —のデータびすべてコピーされますよろしいですか？」というメッセー 
ジび表おされる。 

③▲で[実行]を選び、中央の♦を押す。 

コピーび実行される。 


{S60W 


コビー中 
102 COPY 


• 充分に充電したバッテ U —または AC アダプター（別売)をご使用ください。残量のみないバッ 
テリーを使用して画像ファイルをコピーすると、バッテリー切れのため、データを転送でをな 
かったり、データを破損するおそれびあります。 

• 画像ごとのコピーはでをません。 

• データをコピーしてち、内蔵メモ U —内のデータは削除されません。内蔵メモ U —の内容を消 
去するには、コピー後にソモ U- スティックデュオ"を本体から取りはずし、 曲 内蔵メモリー 
ツールの [フオーマッ 卜]を行ってください (53 ページ)。 

• "メモ U —スティックデュオ"内のフオルダを選ぶことはでをません。 

• データのコピーを巧ってち、国/(プ U ント予約)マークの設定はコピーされません。 





早設定 1 


曆操作方法は48ぺージ 


お買い上げ時の設定はゾで示しています。 


BGM ダウン□ード 


スライドショーで使う目 GM をダウン□ー ドします。29、76、78ページをご覧ください。 



スライドショーで BGM が再生できない場合は、目 GM ファイルび壊れている可能性び 
あります。その場合は、 BGM フオーマットを行ってください。 

BGM フオー マッ トを行うと、すべての目 GM ファイルび消去されるので、付属のアプ 
リケーション 「Music Transfer 」 を使用して旧 GM ダウン□-问を行ってください。 

r すべてのデータが消去されますよろしいですか？」といラメッセージが表示される。 



実行 

フオーマットする。 BGM 政外のデータはそのまま保存 
されます。 

分 

キャンセル 

フオーマットを中止する。 


LCD バックライト 


LCD (画面)バックライトの明るさを設定します(バッテリー使用時のみ)。 



明 

明る < する。 

が 

標準 



• IIZlK 画面表示切り換え)ボタンを長押ししてち変更でをまず。 
• [脚に設定すると、バツテリーの消耗は早くなります。 


操作音 


本機を操作したとさに鳴るブヴーを設定します。 



シャツター 

シゎッターボタンを押したとさのみ、シャッター音び鳴る。 

が 

入 

コント□ールボタン/シトッターボタンを巧したとさな 
どに、プザー/シャッター音び鳴る。 


切 

音は鳴らない。 


■セットァップ画面を使/コ 
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設定！ {つヴを) 


想操作方ミ去は48ページ 


設定リセツ 


お買い上げ時の設定に戻します。 



実行 

設定を U セツトする。 

が 

キャンセル 

設定1」セツトを中止する。 


® コント□—ルボタンの▲で[実行]を選び、中央の♦を巧す。 

「すべての設定内容をリセットしますよろしいですか？」といラメッセージび表おさ 
れる。 

@ ▲で[実行]を選び、中央の♦を押す。 

設定 U セットび実行される。 

• 設定 U セット中は電源び切れないよラにご注意ください。 




号設定 2 


曆操作方法は48ぺージ 


お買い上げ時の設定は分で示しています。 


ファイルナンパー 


撮影画像のファイルナンバーの付けかたを設定します。 


が 

連番 

記録フオルダを変更したり、"メモ U —スティックデュ 
才"を取り換えてち、ファイル番号を連続して付ける。 
術り換えたソモ U - スティックデュオ"内に最新ファ 
イルより大きな番号のファイルびある場合は、既をの最 
大ま号+1のファイル番号を付ける。） 


U セット 

フオルダごとにファイル番号を日001から付ける。簡録 
フオルダ内にファイルびある場合は、既存最大番号+1 
のファイル番号を付ける。） 


USB 接続 


本機とパソコンまたは円 C 旧 ridge 対応プリンターをマルチ端モ専用ケーブルで接続 
するとをのモードを設定します。 



PictBridge 

本機と PictBridge 対応プ U ンターを接続する (8 日ぺ一 
ジ)。 


PTP 

PTP (Picture Transfer Protocol ) 接続すると、コピー 
ウ イヴー ドび自動的に起動し、本機に設定されている記 
録フオルダ内の画像をパソコンにコピーする。 

(Windows XP、Mac OS X に対応） 


Mass Storage 

本機とパソコン、その他 US 臣機器を Mass Storage 接 
続する (65 ページ)。 

が 

才ート 

本機びパソコン、または PictBridge 対応プ U ンターを 
自動認識して接続する (6 己、80ぺージ)。 

-はート]で本磯と Pic 旧 ridge 対応プ U ンターを接続 
できない場をは、 [ Pic 旧 ridge ] に設定し直してくださ 
い。 

-はート]で本機とパソコン、その他 USB 機器を接続 
できない場合は 、 [Mass Storage ] に設定し直してく 
ださい。 


■セットァップ画面を使/コ 
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設定 2 {つヴを) 


想操作方法は48ページ 


ビデオ信号出力 


接続するビデオ機器のカラーテレビち式に合わせて設定します。 


分 

NTSC 

ビデオ信号出力を NTSC モードに設定する（日本、米国 
など)。 


PAL 

ビデオ信号出力を PAL モードに設定する（欧州など)。 


時計設定 


時刻を再設定します。 



実行 

コント□ールボタンの▲で[実行]を選び、中央の♦を巧 
す。その後、 轉試をわせの手 m 人一別冊「はじめに J 手順 
ぷ対子う。 

が 

キャンセル 

時計設定を中止する。 






お 


パソコンで楽しむ 

Windows パソコンででまること 


Macintosh については 、 「Macintosh を 
お使いのとをは」をご覧ください 
(77 ページ)。 



まずはソフトウェア(付属)をインストールしよう！ （63 ページ） 



パソコンに画像を取り込も5 ! (64 ぺージ） 



画像をパソコンで見る 


rCyber-shot ViewerJ、[Music TransferJ で通醒の場を広ばよう 
口2、76ページ)_ 

•パソコン巧の画像を見る 
•撮影曰ごとにまとめ6れた写真を見る 
-画像を編集ずる 

-スライドショーの BGM を虐加/入れ換える 


風 


画像をプリントずる 
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Windows パソコンでできること(ごヴき） 


ンの推奨環境 


本機とつなぐパソコンは、下記の推奨環 
境び必票です。 

画像を取り込むときの推奨環境 
OS (工場出荷時にインス I ルされてい 
ること）： Microsoft Windows 2000 
Professional/Millennium Edition / 

X 戶 Home Edition/XP Professional 

• 上記の OS でもアップグレードされた 
場合や、マルチプート環境の場合は、動 
作な証いたしません。 

USB 端子： 標準装備 

に ybe 卜 shot Viewer」、[Music Transfer ] 
使用時の推奨環境 

OS (工場出荷時にインス I ルされてい 
ること）： Microsoft Windows 2000 
Professional/Millennium Edition / 

X 戶 Home Edition/XP Professional 
ヴウンドカード： 16 bit ステレオサウンド 
カード および スピーカー 
CPU / メモリ： Pentium III 己00 MHz し U 
上 / RAM 128 MB な上 (Pentium III 
800 MHzm 上 / RAM 256 MBULL を 
推奨） 

必要なソフトウ エア： DirectX 9.0 cUI 降 
A - ドディスク： インストール時に必要 
な容量：約200 MB 
ディスプレイ： 800 X 600ドット ULL 、 
High Color (16 bit カラー、65000色） 
切上 

• 本ソフトウエアは DirectX テクノ□ジーに 
対応しているため、 DirectX のインス I 
ルび必要になることびあります。 


パソコン接続についてのごミち意 

• 推奨環境のすべてのパソコンについて動作 
をな話するちのではありません。 

• 1台のパソコンで2台 ULL の USB 機器を接 
続している場合、同時に使巧する US 巨機器 
によっては、本機び動作しないことびあり 
ます。 

• US 目八プ経由でご使用の場合は、動作保証 
いたしません。 

• Hi-Speed US 巨 （ USB 2 .日準拠)のため、対 
応の US 目インターフェースに接続すると、 
高速な転を ( high - speed 転送)び行えま 
す。 

•パソコンと接続するとをの本機の USB 
モードには[オート](お買い上げ時の設 
定 )、 [Mass Storage ]、[ PT 円の3種類び 
あります。ここでは[オート]および [Mass 
Storage ] での使いかたを説明します。 

[ PT 円については、59ページをご覧くださ 
い。 

•パソコンびサスペンド•レジューム機能、 
またはス I 」ープ機能から復帰してち、通信 
巧態び復帰で去ないことびあります。 


デジタルイメージングカスタ 
マーサポー K のホームぺージ 
では、パソコンとの接続ち法やソフト 
ウェアなどの最新サポート情報をご覧 
いただけまず。 


http :// www . sony . co . jp/cybe 卜 shot / 
support / 




ソフトウエア(付属)をインストールする 


下記の手順で、ソフトウェア(付属)をイ 

ンス I -ールします。 

• Windows 200日/ Me をお使いの場合は、 
インストールの前に本機をパソコンに接続 
しないで < ださい。 

• Windows 200日/ XP をお使いの場合は、コ 
ンピュータの管理者権限で□グオンしてく 
ださい。 

• ソフトウェア(付属)のインス I -ールを行ラ 
と、 USB ドライバーのインストールち同時 
に行えます。 


1 パソコンの電源を入れた状態で、 
CD-ROM (付属)を CD-ROM ド 
ライブに入れる。 


インストール画面び表示される。 



• インス t -ール画面び表示されないとさ 
は、恩(マイコンピュータ）一替） 

( CY 巨 ERSHOTSOFT ) の順にダブルク 
U ックする。 


3 [日本語]を選び、[次へ]をクリツ 
クする。 

使用許諾画面び表示される。 

内容をよ < 読み、 r 使用許諾契約の全 
条頂に同意します」にチェックを入れ、 
[次へ]をクリックする。 


4 降、画面の指示に従ってインス 
I ルを進める。 

•パソコンの再起動をホめる画面び表お 
された場合は、画面の指のにがって再起 
動して < ださい。 

• 使巧環境によって、 DirectX び引き続を 
インス I -ールされることびあります。 


5 インス!ル後、パソコンか目 
CD - ROM を取り出す。 


2 [インストール]をクリックする。 

「言語の選択」画面び表示される。 


パソコンで楽しむ 


的 



画像をパソコンに取り込む 


ここでは、 Windows パソ〕ンでの手順 
を説明します。 

本機の画綴をパソコンに取り込むには、 
下記の方法びあ D ます。 

メモリーステ ィッ クス □ッ ト付をパソ 
コンの場合： 

本機か6モリースティックデュオ" 
を取りはずしてメモ U —スティック 
デュオアダプターに入れ、パソコンに挿 
入して、画像データをコピーす る。 

ソモリースティック PRO デュオ"び認 
識されない場をは、95ページをご覧く 
ださし、。 

メモリーステ ィッ クス □ッ トなしのパ 
ソコンの場台： 

64〜目8ページ記載の操作1〜4で、画 
像をパソコンにコピーでをます。 

• Windows 20日 0/ Me をお使いの場合は、次 
の手順に進む前に、ソフトウエア(付属)を 
インス I ルしてください 。 Windows XP 
の場合は必要ありません。 

•画像の例はソモ U - スティックデュオ"の 
画像をパソコンにコピーすると去のちので 
す。 

パソコンとの接続ち法や最新サポート 
情報は、デジタルイメージングカスタ 
マーサポー トのホームページをご覧く 
ださい。 

http :// www . sony . co . jp / 

cyber - shot / support / 


操作1:本機とパソコンを準備 
ずる 


1 画像を記録した"メモ U - ス 
ティックデュオ"を本機に入れる。 

• 内蔵メモ U —の画像をコピーする場合 
は、手順1は不要です。 


2充分に充電したバッテリーを本機 
に入れる、または AC アダプター 
(別売)で本機とコンセントをつな 

ぐ。 



• 鶏量び少ないバッテ U —を使用して画 
儘をコピーすると、バッテ U —切れのた 
め、データを廣送でをなかったり、デー 
夕を破損するおそれびあります。 



3 モードスイッチを r 因」にして、本 
機とパソコンの電源を入れる。 


曰〇口 



操作2 :本機とバソコンをつなぐ 


本機とパソコンを接続する。 



2 マルチ端子専用ケーブルのスイッ 
チを 「 CAMERA 」 にする。 



• Windows XP の場合は、パソコンの画面に 
自動再生ウイヴードび表示されます。 

本機の画面に rUS 目モード Mass 
Storaae 」 と表示される。 


USB モード 
Mass Storage 

[ 〇 〇 〇 Q 1—— 

メモリースティック 
而百晒 で設定できまず 


アクセス 

表示* 


初回接続時のみ、パソコンび本機を認識 
するための作業を自動的に行います。作 
業び終わるまでお待ちください。 

* 通信中はアクセス表示びホ色になります。 
白色になるまで、パソコンの操作をしない 
で < ださい。 

• 画面に ruSB モード Mass Storage 」 と表 
おされないとさは、本機の [ US 目接続]を 
[Mass Storage ] に設定してください (59 
ぺージ）。 
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画ほをパソコンに取日込む(つヴを) 


操作 3 -A :画像をパソコンに取 
り这む 


• Windows 20日 0/ Me 使巧持： 

- ► r 操作 3 -B :画像をパソコンに取り込む」 
(67 ぺージ） 

• Windows XP 使用時で自動再生ウィヴー 
ドび起動しないとを：一^ r 操作 3 -B :画儘を 
パソコンに取り込む」 （67 ページ） 

ここでは、パソコンの「マイドキユメン 
卜」に画像を取り込む例を説明します。 


1 r 操作2」で接続完了後、パソコン 
で自動再生ウィザードが起動する 
ので、[コンピュータにあるフオル 
ダに画像をコピーする。 

Microso 円スキヤナとカメラウィ 
ザード使用]^[0のの順にク 
リック。 


こ®任巧の乃イルのティス内巧スは口.テバイスに话巧しげすがこ0 
に Windws ff 自れ6なこ実行する防け5度折でき壬す 
1*3 画届 

Windows が実行する防け5遇んでびない。_ 


0 — 

_1 iMaieii ； BiHBBiaBl ： rK^IMaEg 1 

1 "田踊ぁ處 i | 



イ; s の 1 ライドシ3-«»モする 

Windows ピロチで.': FAX Q -刊巧 



.'A 面届 S 印刷する 

•=■ 百, r 灯を r.-i- ド度用 



V 7ォル 5SP 月いて77■(ル S 责モする 
•ーソ1)1ブ日-うげち 

—1 


じ] *に埋折した防けを巧う。 

- II OK III を SO だル ] 


r スキヤナとカメラウイザードの開 
始」画面び表示される。 


3 パソコンにコピーしない画像の 
をクリックして にし、じ夕 
へ]をク IJ ック。 



r 画像の名前とコピー巧」画面び表示 
される。 


4 画像の名前とコピー巧を指定し、 



画像のコピーを開始します。画像の 
コピーび終了すると、 r そのほかの才 
プシヨン」画面び表示される。 

• ここでは、画像のコピー先を「マイド 
キュメント」にしています。 


2 [次へ]をクリック。 

本機の";>< モリースティックデュオ" 
に記緑されている画像び表示される。 
• "メモ U - スティックデュオ"び入って 
いないときは、内蔵メモ U —の画像び表 
示されます。 





5 [作業を終了する]の〇をクリツ 
クして®にし、[次へ]をクリツ 
ク。 



「スキヤナと力;>< ラウイザードの完 
了」画面び表示される。 

6 [完了]をクリック。 

ウイヴード画面び閉じる。 

• 続けて画儘をコピーしたい場合は、目9 
ページの手順で、マルチ端子専巧ケープ 
ルを一度损いて、 r 操作2:本機とパソコ 
ンをつなぐ」 （6 日ページ)から巧う。 


操作 3 -B :画像をパソコンに取 
り込む 


• Windows XP 使刷寺：一* ■ 「操作 3- A :画像 
をパソコンに取り込む」 （66 ページ） 

ここでは、ノ（ソコンの「マイドキユメン 
卜」に画像を取り込む例を説明します。 


[マイコンピュータ]—* • [リムーバ 
ブルディスク]^ [ DCIM ] の順に 
ダブルクリック。 



• U ムーバプルディスクび表おされない 
ときは、93ページをご覧ください。 

2取り込みたい画像の入っている 
フオルダをダブルクリック。 

次に、取り込みたい画像ファイル 
をちクリックしてメニューを表示 
し、[コピー]をクリック。 



• 画儘ファイルの保存先については、目9 
ページをご覧ください。 
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画ほをパソコンに取り込む(つヴき) 


3 [マイドキュメント]フオルダをダ 
ブルクリックして開く。 

巧に、ちクリックでメニューを表 
示し、[貼り付け]を選ぶ。 



「マイドキュメント」フオルダに画像 
びコピーされる。 

• コピー先に同じファイル名の画儘びあ 
るときは、元の画像を上書きしてもよい 
かを確認するメッセージび表おされま 
す。 

上書をすると、元のファイルデータは消 
えます。上書去しない場合は、ファイル 
名を蒂望の名称に変更してからコピー 
します。ただし、ファイル名を変更する 
(71 ページ)と本機で再生できなくなる 
場合びあ0ます。 




ンで画像を見る 


「マイドキュ;ント」に保存された画像 
を見ます。 


1[スタート]一[マイドキュメント] 
をク IJ ック。 



「マイドキユメント」フォルダの内容 
び表示される。 

• Windows XPLU 列の場合は、デスク 
トップ画面上の[マイドキュメント]を 
ダブルク U ックする。 


2見たい画像ファイルをダブルク 
IJ ツク。 
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ここをダブルク u ック 


③み (Sony DSC ) 一 [停止]をクリック。 

③取りはずすドライプを確認して、 [0 K ] 
をクリック。 

@ [0 K ] をク U ック。 

ノ くソコンの接続び切断されました。 

• Windows XP をお使いの方は、手順感 
は不要です。 


5 ) 

I, ぅ 999MSDCF 
〇 MISC 

〇フォルダ作成機能のないカメラで撮影 
した画像ファイルのフォルダ。 

包本機で撮影した画像ファイルのフォル 
巧 。新しくフォルダ作成していない場 
含は、切下のとお0です。 

一"メモ U —スティックデュオ"： 
nolMSDCF 」 のみ 
-内蔵メモリー:「101 SONY 」 のみ 




八ソ n ンで楽しむ 


的 






画像をパソコンに取 0 込む(つヴき) 


• nOOMSDCF 」 フォルダには本機で画像を 
記録で去ません。再生のみ可能です。 

•「 MISC 」 フォルダは、本機で記録/再生でき 
ません。 

• 画像ファイル名は、下記のようになります。 
□□□□は0001〜9999の半角数き、動 
画ファイルとそのインデックス画像ファイ 
ル名の数字部分は同じです。 

-静止画ファイル： Dsconnnn .jpg 
-動画ファイル： Movonnnn.MPG 

-動画撮影時に記録されるインデックス 
画像ファイル ： MOVOQIOn .THM 
• フォルダについては、41、54ぺージをご覧 
<ださい。 


パソコン巧の画像を本機で見る("メモリース 
ティックデュオ"ほ用） 


ここでは、 Windows パソコンでの手順 
を説明します。 

パソコンにコピー後、ソモリース 
ティックデュオ"から消去した画像をち 
ラー度本機で見るには、パソコンから 
"メモ U —スティックデュオ"に画像を 
コピーしてから本機で再生します。 

• 本機設定のファイル名を変更していない場 
合、手順1は必要ありません。 

• 画像サイズによっては再生でをない画像び 
あります。 

•パソコンで画像を加工したファイルや、本 
機し乂がで撮診した画儘は本機での再生をイ呆 
罰しません。 

• フォルダびない場合は、まず本機でフォル 
ダを作成してから(己4ページ)画像フアイ 
ルのコピーを巧って < ださい。 


1 画像ファイルをちクリックし、[名 
前の変更]をクリックする。 
ファイル名を rDsconnnn 」 

に変更する。 


□□□□には、0001から9999まで 
の半角数字を入れる。 



• 上書をの警告び出た場合は、別の数字を 
入れ直して < ださい。 

•パソコンによっては、静止画の拡張モ 
rjPG 」、 動画のお張子 「 MPG 」 び表おさ 
れます。拡張デは変更しないで<ださ 
し、。 


2 下記の手順で、ファイルを"メモ 

U - スティックデュオ"内のフォ 

ル ダに コピー ずる。 

© 画像をちク U ックー[コピー]をク 
U ック。 

@ [マイコンピュータ]内の [U ムーバ 
プルディスク]または 
[ SonyMemoryStick ] をダブルク 
U ック。 

③ IDCIM ] フォルダ内の [□□□ 
MSDC 円フォルダをちク U ックし、 
[貼り付け]をクリック。 

• □□□には、100〜999までの半角数 
字び入ります。 
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rCybei*-shot Viewed (付属)で楽しむ 


本機で撮影した静止画や動画をより 
いっそラご活用いただ < ために、 
|" Cyber-shot Viewer 」 び収録されていま 
す。ここでは、 |" Cyber-shot Viewer 」 の概 
要と、基本的な利用方法を紹介します。 


「 Cyber-shot Viewer 」 のご紹介 


|" Cyber-shot Viewer 」 をご利用されると、 
なのことびでをます。 

• 本機で撮影した画像をパソコンに取り込 
み、表示でをます。 

•パソコンにある画儘を、撮影曰ごとにカレ 
ンダー上に整理して、閲覧でをます。 

• 静止画の補正、印刷、ール送信、撮影曰時 
の変更などの活用びでをます。 

• 詳しいご利用方法については、ヘルプをご 
覧< ださい。 

ヘルプを起動するには、[スタート]一 
[プ□グラム ] (Windows XP では[すべ 
てのプ□グラム])一 [Sony Picture 
Utility ] 一 [ヘルプ]一に yber-shot 
Viewer ] の順にク U ックします。 


rCyber-shot Viewer 」 を起動/ 
終了ずるには 


起動ずる 

デスクトップ上の香) [ Cyber-shot 
Viewer ] をダブルクリックする。 

スタート;><こユーか6超動するときは、 
[スタート]—[プ□グラム ] (Windows 
XP では[すべてのプ□グラム])一 
[Sony Picture Utility ] 一に ybe 卜 shot 
Viewer ] の順にク U ックする。 


基本的な操作ち法 


本機の画像をノ':ソコンに取り込み、表示 
する方法を説明します。 

画像の取り込み 


1メディア監視ツール A が起動して 
いることを確認する。 

タスクノ（一にな(メディア監視ツー 
ル)アイコンび存在することを確認す 
る。 

* 「;><ディア監視ツール」は、画像び保存さ 
れている"メモ|」ースティツク"や力;>< 
ラびパソコンに接続されると、自動的に 
検出して画像の取り込みを行ラプ□グ 
ラムです。 

• なアイコンびを在しない場合は、[ス 
夕ート]一[プログラム ] (Windows XP 
では[すべてのプ□グラム]) 一 [Sony 
Picture Utility ]-^[ Cyber-shot 
Viewer ] 一 [ ツール] 一[メディア監視 
ツール]の順にク U ックします。 


終了ずる 

画面ち上の [0] ボタンをク U ックする。 





2 パソコンと本機をマルチ端子専用 
ケーブルで接続する。 

本機び自動認識され、[画像の取り込 
み]画面び表示されます。 


• メモリースティックス□ットをご使巧 
になる場合は、目4ページをご覧くださ 
い。 

• Widows XP の場合は、自動再生ウィ 
ザードび起動したら終了してください。 

3画像を取り込む。 

[取り込み開始]ボタンを押すと、画 
像の取り込みが開始されます。 


初期設定では、「マイピクチャ」に取 
り込み曰を名前にしたフオルダび作 
成され、その中に画像び取り込まれ 
ます。 

• 取り込みフオルダを変更したい場合は、 
75ページをご覧 < ださい。 


画像の閲覧 


1取り込んだ画像を確認する。 

取り込みび売了すると、 l " Cyber-shot 
Viewer 」 び起動して、取り込んだ画像 
のサムネイルび表示されます。 


•初期設定では、「閲覧フォルダ」として 
「マイピクチャ」フォルダび設定されて 
います。 

• サムネイル画像をダブルク U ックする 
と]枚で表示されます。 


2「閲覧フオルダ」の画像を、撮影曰 
ごとにカレンダー上に整理して見 
る。 

①[カレンダー ] タブをク U ックする。 
画像び撮影された年の一覧が表示 
されます。 

@年の項目をク U ックする。 

その年に撮影された画像び、年単位 
で撮影曰ごとにカレンダー表示さ 
れます。 

⑤月表示するときは、見たい月の部分 
をク U ックする。 

その月に撮影されたサムネイル画 
像び表示されます。 

@撮影時間ごとの画 j 象を表术したい 
ときは、見たい日にちの部分をク 
U ックする。 
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rCybei"-shot Viewed (付鼠で楽しむ(つヴき) 


その曰に撮影されたサムネイル画 
像び、撮影時間ごとに表示されます。 


[年表示画面] 



[月表71^囲’面] 


閑が BT 
陪ミぶが。な 。 sEI 

fc El 。巧否 lift 幽 , 
_.晒，,巧®— 

—— 

■ 26 28 29 30 


[時間表示画面 J 



3個々の画像を表示ずるには 


時間表示画面で、サムネイル画像を 
ダブルク U ックすると、別ウインド 
ウび起動し、その画像び一枚表示さ 
れます。 



• ツールバーの [ が]ボタンから、表示さ 
れている画儘を編集でさます。 


画像を全画面表示にずるには 

[ず] ボタンを押すと、閲覧している 
画像び全画面のスライドショーで再 
生されます。 



• 画面左の年、または月の項目をク U ック 
すると、その年、またはその巧の撮影画 
儘の一覧画面び表示されます。 


• スライドショーの再生/一時停止を行ラ 
には、画面左下の [] ボタンを押しま 
す。 

• スライドショーを終了するには、画面左 
下の [ X ] ボタンを押します。 
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その他の機能 


画像の取り込み先を選択します。 


パソコンに保存してある画像を閲覧で 
さるよラにずるには 

保存してある画像びあるフォルダを、 
r 閲覧フォルダ」として登録します。 
[ファイル]メニユーの[閲覧フォルダの 
登録…]を選ぶと、「閲覧フォルダ」を登 
録する設定画面げ表示されます。 



[フォルダ選択 ( Q )...] ボタンを押して、 
取り込みたい画像びあるフォルダを指 
定し、 r 閲覧フォルダ」として登歸します。 

• 取り込み元のフォルダ内にヴブフォルダび 
ある場合、ヴブフォルダの画儘を登録され 
ます。 

r 取り込み巧フォルダ」を変更ずるには 

「取り込み先フォルダ」は、取り込み設定 
画面から変更でをます。 

[ファイル]メニューの [ 画像の取り込み 
設定…]を選ぶと、取り込み設定の画面 
び表示されます。 



• r 取り込み先フォルダ」は、「閲覧フォルダ」 
として登録されているフォルダの中から指 
定できまず。 

画像の登録情報を最新にずるには 

[ツール]メニューから[データべースを 

最新の情報に更新]を選択すると更新さ 

れます。 

• データベースの更新には、時間びかかる場 
合びあります。 

• 「閲覧フォルダ」にある、画儘やフォルダの 
名称を変えると、 rCyber-shot Viewer 」 で 
表示できなくなります。その場合は、デー 
タベースの更新を行ってください。 

[" Cyber-shot Viewed をアンインス 

I -ールずるには 

©[スタート]--[設进 ーロント□-ル 
パネル]の順でク U ックし、[アプ U ケー 
シヨンの追加と削除]をダブルクリック。 
(Windows XP では[スタート] ーロン 
卜□-ルパネル]の順にクリックし、[プ 
□グラムの追加と削除]をダブルク1」ッ 
ク。） 

©[Sony Picture U 川 ity ] を選択し、陵更 
と削除 ] (Windows XP では悄 U 除])をク 
U ックしてアンインス I ルする。 
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[Music TransferJ ( 付属)を使う 


CD-ROM (付属)に収歸されている 
[Music Transfer 」 を使って、出荷時か 
ら本機に用意されている BGM ファイル 
をお好みの巧と入れ換えることげでを 
ます。また、 BGM ファイルの削除や追 
加を行ラことわでをます。 


「Music Transfer 」 を使って 
BGM の追加/入れ換えをずる 


[Music Transfer 」 で取0込むことびで 
をる巧の種類は下記のとおりです。 

• ノ くソコンの A - ドディスクに保をされた 
MP 3 ファイル 
•音楽 CD の曲 

• 工場出荷時に本機に保存されている曲 


1 MENU ボタンを巧し、メニューを 
表でする。 


7 画面の操作手順に従って 、 BGM 
ファイルの追加/入れ換えを行ラ。 


• 出荷時に保存されていた曲を再び本機に戻 
すとをは、 

©旧 GM フォーマット]を巧う （57 ぺ一 
ジ)。 

( 2)「Music Transfer 」 で r すべて初期の曲に 
戻す」を実行する。 

本機の曲びすべてお買い上げ時に設定さ 
れていた曲に戻り、[スライドショー]の 
旧 GM ] は脚]になる。 

③[スライドショー]の[エフェクト]に適し 
た目 GM を選ぶ （28 ページ)。 

[設定リセット]巧8ページ)をしてちお 
買い上げ時の巨 GM 設定に戻すことびで 
をますび、同時に他の設定ちお買い上げ 
時の設定に戻ります。 

•「Music Transfer 」 の詳しい使いかたにつ 
い口ま 、 「Music Transfer 」 のへルプをご覧 
ください。 


2 コント□—ルボタンの►で[さ] 
(セットアップ)を選ぶ。 


3 コント□—ルボタンの ▲/ ▼で[を] 
(設定1 ) を選び、 ▼/► で旧 G M ダ 
ウン□ー ド]を選ぶ。 


4 ►/ ▲で[実行]を選び、中央の♦を 
巧ず。 

「 PC と接続してください」といラ;><ッ 
セージび表おされる。 

5 本機とパソコンを USB 接続する。 
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6 「 MusicTransfer 」 を起動する。 



Macintosh をお使いのときは 


Macintosh に画綴を取り込むことかで 
をます。 

•「 Cyber-shot Viewed は 、 Macintosh に 
は対応していません。 


パソコンの推奨環境 


本機とつなぐパソコンは、下記の推奨環 

境び必要です。 

画像を取り込む時の推奨環境 

OS (工場出巧時にインス I ルされてい 
ること）： Mac OS 9. 1/9.2 、 Mac OS 
X (\/ iaO _ L 如き） 

USB 端子： 標準装備 

「Music TransferJ 使用時の推奨環境 

OS (工場出巧時にインス I ルされてい 
ること）： Mac OSX (V10.3 削琴） 

CPU : iMac 、 eMac 、 iBook 、 

Power 目 00 k、Power Mac G 3/ G 4/ 

G 己シ U — ズ 、 Mac mini 

メモリ： 64 MBl ； (上 （128 MBm 上を推 
奨） 

ハードディスク： インス I -ール時に必要 
な容量：約25日 MB 

パソコン接続についてのごミち意 

• 推奨環境のすべてのパソコンについて動作 
を保記するちのではありません。 

• 1台のパソコンで2台上の USB 機器を接 
続している場合、同時に使巧する USB 機器 
によっては、本機が動作しないことびあり 
ます。 

• US 目八ブ経由でご使巧の場合は、動作保証 
いたしません。 

• Hi-Speed US 巨 CUSB 2 .日準拠)のため、対 
応の US 目インターフェースに接続すると、 
高速な転送 ( high - speed 転送)び行えま 
す。 


• パソコンと接続するとさの本機の USB 
モードには[オート](お買い上げ時の設 
定 )、 [Mass Storage ]、[ PTP ] の3種類び 
あります。ここでは[オート]および [Mass 
Storage ] での使いかたを説明します。 

[ PT 円については、59ページをご覧くださ 
い。 

•パソコンびサスペンド-レジューム機能、 
またはス U —プ機能から復帰してち、通信 
状態び復帰でをないことびあります。 


画像を取り込んで見る 


1本機と Macintosh を準備する。 

「操作1:本機とパソコンを準備する」 
(64 ページ)と同じ準備をします。 

2マルチ端子専用ケーブルで接続す 

る。 

「操作2 :本機とパソコンをつなぐ」 
(65 ページ)と同じ操作で接続します。 

3画像ファイルを Macintosh にコ 
ピーする。 

①[デスクトップ画面上の新しく認識 
されたアイコン]一 IDCIM ] 一 [取 
り込みたい画像の入ったフォルダ] 
の順にダプルクリック。 

@画像ファイルを八ードディスクア 
イコンにドラッグ&ド□ップ。 

ノ V —ドディスクに画像ファイルび 
コピーされる。 

• 画儘ファイルのイ呆存先とファイル名に 
ついては、69ページをご覧ください。 


八ソ n ンで楽しむ 
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Macintosh をお使いのときは ( ごヴき ) 


4 Macintosh で画像を見る 

[八ードディスクアイコン]一陋像 
ファイル]の順にダブルクリックする 
と画像び開く。 


バソコンとの接続を切断ずるには 


攻下の操作を行いたいときは、ここで説 
明する手順をあ6かじめ行って<ださ 
い。 

• マルチ端テ専巧ケーブルを抜く 
-"メモ U —スティックデュオ"を取り出 
す 

• 内蔵;モリ -か らのコピーを終了して、 
"メモ U —スティックデュオ"を本機に 
入れる 

• 本機の電源を切る 

"メモリースティックデュオ"またはド 
ライブのアイコンをゴミ箱にドラッグ 
&ド□ップずる。 

パソコンとの接続げ切断されました。 

•Mac OSXvIO.O の場含は、 
Macintosh の電源を切ってから作業 
を行ラ。 


「Music Transfer 」 を使って 
BGM の追加/入れ換えをずる 


「Music Transfer 」 を使って、出荷時か 
ら本機に用意されている目 GM ファイル 
をお好みの巧と入れ換えることびでを 
ます。また、目 GM ファイルの削除や追 
加を行うことわでをます。 


「Music Transfer 」 で取り込むことびで 
をる巧の種類は下記のとお D です。 

•ノ 《ソコンの八 ~ドディスクに保存され 
た MP 3 ファイル 
•音楽 CD の巧 

-工場出荷時に本機に保存されている巧 

[Music Transfed をインストールずる 
には 

• インストール前に使用中のソフトウエ 
アをすべて終了させて<ださい。 

• インストールするにはコンピューター 
の管理ち権限び必要です。 

① Macintosh に電源び入った状態で、 
CD-ROM (付属)をディスクドライプ 
に入れる。 

⑤囚に YBERSHOTSOFT ) をダブルク 
U ック。 

③ [ Mac ] フォルダの中の 

[ MusicTransfer . pkg ] をダブルク U ッ 
クする。 

インス I -ールび始まる。 

BGM ファイルの追加/入れ換えをずる 
には 

76ぺージの 「Music Transfer 」 を使って 
BGM の追加/入れ換えをする」をご覧く 
ださい。 


テクニカルサポート 


その他のヴポート情報や、製品に関す 
るお問い含ねせは、こちらのホーム 
ページか6 

http :// www . sony . co . jp / cyber - shot / 

support / 


78 







静止画をプリントずる 

静止画をプリントずるには 


[16:9] で撮影した画像は、プ U ント時に 
両端び切れる場をびあります。あらかじ 
めご確認ください (96 ページ)。 


ダイレクトプリントずる ( PictBridge 巧応プリンター保巧） （80 ぺージ） 

PictBridge 对応プリンターに本機を直接接続してプリント 
します。 



ダイレクトプリントずる("メモリースティック"巧応プリンター使巧） 

"メモ U — スティック"対応プリンターでプ IJ ントします。詳 
しくはプ U ンターの取扱説明書をご覧ください。 



パソコンをほつてプリントずる 



CD - ROM 収録のソフトウエア rCybe 卜 shot Viewed を使つ 
て画像をパソコンに取り込んでから、プリントします。 


お店でプリントずる (84 ページ） 




プリントサービス店に、画像を撮影したソモリースティック 
デュオ"を持参します。プリントしたい画像にあらかじめ曾^ 
(プ U ント予約)マークを付けてお < ことちでをます。 


U 静止画をプリントする 
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ダイレクトプリントする ( Pic 旧 ridge 対応プリンター使用) 


Pic 旧! " idge 巧応プ U ンターな5、本機 
で撮影した画像をバソコンなしでプ U 
ントでをます。 

r( PictBridge 

•「 PictBridge 」 は、「ピクトプリッジ」と読み 
ます。カメラ映像機器工業会 ( CIPA ) で制定 
された統一規格のことです。 

シングルプリント 

1枚のプリント用紙に1枚の画像をプリ 
ントします。 


インデックスプリント 

1枚のプリント用紙に複数の画像を縮小 
プリントします。1枚の画像を繰り返し 
プ U ントしたり （®) 、選択した画像をイ 
ンデックスプリント (©) できます。 

© ③ 


• インデックスプ U ントはプ U ンターによっ 
ては対応していない場合びあります。 

• プリンターによって、1枚のインデックス 
プ U ントでプ U ントされる画像枚数は異な 
0ます。 

•動画はプ U ントでをません。 

• 本機の画面でかび約5砂間点滅したら 
(プ U ンターからの エラー 通知）、接続して 
いるプリンターを確認してください。 


r、-- が : F7 

……I! 麵 

魁 i 巧關 


田19田 
田な!田 

m P31 ^31 


操作1:本機を準備ずる 


本機とプ U ンターを USB 接続するため 
に、本機を設定します。 [ USB 接続]の 
[オート]モードで認識されるプリン 
ターに接続する場合は、操作1は不要で 
す。 



• プ U ントの途中で電源び切れないよラに、 
充分に巧電したバッテ U —または AC アダ 
プター（別売)のご使用をおすすめします。 

1 MENU ボタンを巧し、メニューを 
表する。 

2 コント□—ルボタンの►で[田 
(セットアップ)を選ぶ。 

3コント□—ルボタンの▼で[を] 
(設定 2) を選び、 ▲/▼/ ►で [ US 巨 
接続]を選ぶ。 
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4 ►/ ▲で [ PictBridge ] を選び、中央 
の♦を巧す。 



US 目 接続び設定される。 


操作2:本磯とプリンターをつ 
なぐ 


1 本機とプリンターを接続する。 



2 マルチ端子専用ケーブルのスイッ 
チを 「 CAMERA 」 にする。 



3本機とプリンターの電源を入れる。 


接続び完了すると、画面に 
がマークび表示される。 


@扣 W 

口凶 W 曲 


ブリント 
フォルダ巧 

一 


•1 DPOF 国宙 

Mfll 


} この面* 

う1キャンセル 




本機が再生モードになり、画像とプリン 
卜;ニューび画面に表示される。 


操作3:プリントずる 


モードスイツチの位置に関係なく、操作 
2び終わった時点で、画面にプリントメ 
ニューび表示されています。 


1 コント□—ルボタンの ▲/ ▼で希望 
のプリントの種類を選び、中央の 
♦を巧す。 

[フォルダ内をて] 

フォルダ内すベての画像をプリント 
する。 


静止画をプリントずる 
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ダイレクトプリントずる ( PictBridge 巧応プリンター使用）（つヴき) 


[ DPOF 画像] 

表示されている画像と関係なく、圏^ 
(プ U ント予約)マーク （84 ページ)が 
付いているすべての画像をプ U ント 
する。 

曜択 ] 

画像を順に選ぶ。選んだすべての画 
像をプリントする。 

①プ U ントしたい画像を ◄/ ►で選び、 
中央の♦を押す。 

選んだ画像に>/ マークび付 <。 

• 他の画像を選ぶには、この手順を繰 
り返す。 

⑤▼で[プ U ント]を選び、中央の♦を 
巧す。 

[この画像] 

表示されている画像をプ U ントする。 

• この頂目で[この画像]を選び、次の手順 
2の[インデックス]を[入]にすると、1 
枚の画像を繰り返しインデックスプ U 
ントしまず。 

2 ▲/▼/◄/ ►でプリント設定する。 



[インデックス] 

インデックスプ U ントするとさは 
[入]を51ぶ。 

[サイズ] 

用紙サイズを選ぶ。 


[日付] 

日付を挿入するとさは[年月曰]また 
は[日時分]を選ぶ。 

• [日付]で[年月团を選んだ場合、一筑/ 
邸厂なじめに_7ま/源之で選んだ表示順の 
年月曰び挿入されます。ただし、プリン 
ターによっては対応していない場合び 
あります。 

败数] 

-[インデックス]び[切]のとを： 
画像のプ I 」ント枚数を設定。シン 
グルプリントされます。 

-[インデックス]び[入]のとき： 

選択した画像のインデックスプ U 
ント枚数を設定。手順1で[この画 
綴]を選んだときは、同じ画像を1 
枚の用紙に並べる数になります。 

• インデックスプ U ント時、画像の枚数に 
よっては、1枚の巧祇に指定枚数分の画 
儘び収まらないことびあります。 

3 ▼/ ►で误行]を選び、中央の♦を 
巧す。 

画像びプリントされる。 

• cHXPic 旧 ridge 接続中)マークび画面 
に表示されていると去は、マルチ端子専 
用ケーブルを损かないで<ださい。 

060せ パ 

「叫 - 

でち卜* ( Pic 旧 ridge 

- 接続中)マー 

_沪 _ I ク 
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他の画像をプリントずるには 

手順3のあと、 ▲/ ▼で曜択]を選んで画 
像を選び、手順1から行ラ。 

インデックス画面でプリントずるには 

「操作1:本機を準備する」 （80 ページ） 
と r 操作2:本機とプ U ンターをつなぐ」 
(81 ページ)のあと、攻下を行ってくだ 
さい。 

本機とプリンターを接続すると、プ U ン 
トメニューび表示されます。[キャンセ 
ル]を押してプ I 」ント;ニューを消して 
から下記の手順を行って < ださい。 

® H (インデックス)ボタンを押す。 

インデックス画面び表おされる。 

© MENU ボタンを巧す。 

メニューび表おされる。 

③ ►で[且](プ U ント）を選び、中央の ♦ 
を巧す。 

④ ▲/ ▼で希望のプ U ント種類を選び、中 
央の♦を巧す。 



画像を順に選ぶ。選んだすべての画像 
をプリントする。 

プリントしたい画像を ▲/▼/◄/ ►で選 
び、中央の♦を巧して>/マークを付け 
る。（他の画像ち選ぶには、この手順を 
繰り返す。）次に、 MENU ボタンを巧 
す。 


[DPOF 画像] 

表示されている画像と関係なく、曾^ 
(プ U ント予約)マークが付いているす 
ベての画像をプリントする。 

[フオルダ内全て] 

フオルダ内のすべての画像をプ U ント 
する。 

⑥ r 操作3 :プ U ントする」 （81 ぺージ)の 
手順2〜3を行ラ。 


B 静止画をプリントする 


的 









I お店でプリントする 


画像を撮影した"メモ U —スティック 
デュオ"をプ U ントサービス店に持参し 
ます。 DPOF 規格対応のお店でプ U ン 
卜するときは、曾(プ U ント予約)マー 
クを付けて、プリントしたい画像を本機 
であらかじめ予約でをます。 

• 内蔵メモリー内の画像は、プ1」ントサービ 
ス店で直接力 ラからプ U ントすることは 
でをません。"メモ U —スティックデュオ" 
にコピーして、プ U ントサービス店にお持 
ち < ださい。 


シングル画面でプリント予約 
マークを付ける 



MENU ボタン 

コント□—ル 
ボタン 


1 予約したい画像を表示する。 


DPOF (ディーポフ)規格とは 

Digital Print Order Format の略です。 

呂户(プ U ント予約)マークを付けて、プ 

リントしたい画像を"メモ U —スティッ 

クデュオ"上に指定することびできます。 

• DPOF 対応プ U ンタ ー、 PictBridge 対応プ 
U ンターでち、プ U ント予約マークを付け 
た画像をプ U ントでさます。 

• 動画はプ U ント予約マークび付けられませ 
Aj 。 

• マルチ連写で撮影した画像は、1目分割され 
た1枚の画儘としてプ U ント予約マークび 
付をます。 

お店に"メモリースティックデュオ"を 

持参ずるとをには 

• 対応している"メモリーステ ィッ クデュ 
才"の種類はお店にお問い合わせください。 

• "メモ U - スティックデュオ"に対応してい 
ないプリントサービス店の場合は、 CD-R 
などに画儘データをコピーして持参して< 
ださい。 

• ><モリースティックデュオアダプターち 
持参してください。 

• プ U ントサービス店をご利用前に、必ず 
データのバックアップを取ってください。 

• プ U ント枚数の設定はでをません。 


2 MENU ボタンを巧し、メニューを 
表する。 


3 コント□—ルボタンの◄/►で 
[ DPOF ] を選び、中央の♦を巧す。 

画像に呂^プリント予約)マークび付 

<。 



4 他の画像にち マークを 付けたいと 
きは、 ◄/ ►で マークを 付けたい画 
像を表示させ、中央の ♦ を巧す。 


シングル画面でプリント予約マークを 
消ずには 

手順3または4で中央の ♦ を巧す。 
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1 インデックス画面にずる。（一が 
冊 r はじめに J 手順の 

2 MENU ボタンを巧し、メニューを 
表する。 

3コント□—ルボタンの◄/►で 
[ DPOF ] を選び、中央の♦を巧す。 

4 ▲/ ▼で[選択]を選び、中央の♦を 
巧す。 

• [フオルダ内全て]では^マークを付け 
られません。 


5マークを付けたい画像を ▲/▼/◄/► 
で選び、中央の♦を巧す。 

画像に緑色の マークび 付く。 



6 他の画像にちマークを付けたいと 
きは、手順5を繰り返す。 


7 MENU ボタンを巧す。 


8 ►で戾行]を選び、中央の♦を巧 
す。 

圏" マークび 白色に変わる。 

中止するには、手順4で[キャンセル]、 
または手順8で[終了]を選んで中央の • 
を押す。 

インデックス画面でプリント予約マー 
クを消ずには 

手順日でマークを消したい画像を選び、中 
央の♦を巧す。 

フォルダ巧のを画像の予約マークを消 
ずには 

手順4で[フォルダ内全て]を選び、中央の 
•を押し、次に[切]を選んで • を押す。 


静止画をプリントずる 


扣 












テレビにつなぐ 

テレビで見る 


本機とテレビをつないで、撮影した画像 
をテレビで見ることびでをます。 

本機とテレビの電源を切つた状態で接 
続して < ださい。 

1 本機とテレビを接続する。 



マルチ端子専用ケーブル 

• 本機を置くとをは、画面を上にする。 

• テレビの音声入力端子びステレオタイ 
プのとをはマルチ端子専巧ケープルの 
音声プラグ(黒)を左音声端子に接続す 
る。 

2 マルチ端子専用ケーブルのスイッ 
チを 「 TV 」 にする。 



3テレビの電源を入れ、テレビ/ビ 
デオ切り換えスイッチを「ビデオ」 
にする。 

• 詳しくは、テレビの取扱説日月書をご覧く 
ださい。 

4本機のモードスイッチを r 因」に 
して、電源を入れる。 

モードスイッチ 


囚〇口 



撮影した画像びテレビに表示される。 


コント□ールボタンの ◄/ ►で画像を 
選ぶ。 

• 海列で見るとさは[ビデオ信号出力]の 
切り換えび必要な場合びあります(目日 
ページ）。 
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困コたとさは 

K 障かな？とおった5 


困ったときは、下記の流れに従ってください。 



I 内蔵メモリーや目 GM 機能を搭載した機種を修理に出した場合、内蔵メモリーや 
BGM の内容を確認させていただく場合びありまず。あ5かじめご了承ください。 


■困ったときは 
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巧障かな？と思った5(つヴき) 



本機にバッテリーを入れ5れない。 

•バッテ U —の先端でバッテリー取りはずしつまみをカメラ下部側に巧して入れる筑脯 
「はじめに_!手順1)。 

• 正 [ AA 向きに： Ktl るい別冊「はじめに」手順 1) 。 


バッテリーの残 量 表示が正しくない。またはバッテリー残 量 表示が充分なのに電源がずぐ 
切れる。 

•温度び極端に高いまたは低いところで使巧しているときの現象です （104 ページ)。 

• 残量表示と実隙の残量にズレび生じています。バッテ U —を一度使い切ってから充電する 
と正しい表示に戻ります。 

•バッテ U - び消耗しています。充電されたバッテ U - を取り付ける卜谢册厂なじめに y 手 
池导プ)。 

•バッテ U —の寿命です （1 04ページ)。新しいバッテ U —と交換する。 


バッテリーの消耗び早い。 

• 新みにが m するい別冊「はじめに」手順 1) 。 

•温度び極端に低いところで使巧しているときの現象です（104ぺージ)。 

•バッテ U —端子び巧れていると、充電び充分でをません。綿棒などで掃除する。 
•バッテ U - の寿命です （104 ページ)。新しいバッテ U - と交換する。 


電源び入6ない。 

•バッテ U —び正しく取り付けられているか確認する い別冊「はじめに」手順1)。 

•バッテ U - び消耗しています。充電されたバッテ U - を取り付ける(一則挪厂なじめに y ぞ 
順わ。 

•バッテ U —の寿命です（104ページ)。新しいバッテ U —と交換する。 


電源が途中で切れる 

• 操作しない状態び3分 ULL 続くと、バッテ U —の消耗を防ぐため、自動的に電源び切れる。 
電源を入れ直す(一測挪厂な じめに」手順2)。 

•バッテ U - び消耗しています。充電されたバッテ U - を取り付ける(一則撒/7まじめに y ぞ 
順わ。 



静止画/動画を撮る 


撮影でさない。 

• 内蔵メモリーまたは"分モリースティックデュオ"の空き容量を確認する(21、22ペー 
ジ)。いっぱいのとさは、下記のいずれかを行ラ。 

-不要な画像を削除する 卜別冊「はじめに」手順6)。 

-U メモ U - スティックデュオ"を交撰ずる。 

• "メモリースティックデュオ"の誤消去防止スイッチを解除する （1 日2ページ)。 

• フラッシュ充電中は撮影でをません。 

• 静止画撮影時は、モードスイッチを ra にする。 

• 動画撮影時は、モードスイッチを「關」にする。 

• 動画撮影時、画像サイズび[目4日（ファイン)]になっているときは、下記いずれかを行う。 
-画儘サイズを[640 (ファイン)]外にする。 

- U メモリースティック PRO デュオ"を入れる （102 ぺージ)。 

画面に被写体び写 5 ない。 

•モードスイッチを「因」 U (外にする (25 ページ)。 

撮影に時間がかかる。 

• NR ス□ーシャッター機能び働いている （17 ページ)。故障ではありません。 

ピン ト （フォーカス）び合わない。 

• 被写体び近すざるためです。&(マク□撮慕)モードにし、最短撮房距離 ( W 側約 8 cm 、 下側 
約 25 cm ) より離して撮該する。または、が: U 拡大鏡モード撮影)にして、被写体までの距 
離を約 1 cm から 20 cm 離してピントを合わせてくださしバー拥砸厂なじめに J ぞ膺巧。 

• 静止画撮影時、くに(拡大鏡モード撮影)、またはシーンセレクションの J (夜景モード)、 

图 (風景モード)、 ぶを (巧ち上げ花火モード)び選ばれていると、ピントび合わない場合び 
あ0ます。 

• フォーカスプリセットになっているときは、才ートフォーカスに戻す (34 ぺージ)。 

• 「ピントび合わないとさは」 （35 ページ)をご覧ください。 

光学 ズームび できない。 

• が U 拡大鏡モード撮該)時、光学ズームは使えません。 

プレシジョンデジタルズームびできない。 

• [デジタルズーム]を[プレシジョン]にする (49 ページ)。 

• 動画撮影時はプレシジョンデジタルズームでをません。 


困つたとをは 
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巧障かな？と思った5(つヴき) 


スマートズームびでをない。 

• [デジタルズーム]を[スマート]にする (49 ページ)。 
• 下記のとを、スマートズームでさません。 

一画像サイズび [7 M ]、[3:2] 

-マルチ連写時 
-動画撮影時 


フラッシュ撮影がでさない。 

• フラッシュの設定びあ（フラッシュ発光禁止）になっている(一抑獅7よじめ/。手/《を5)。 
• 切下のとをは、フラッシュ撮影でをません。 

- [ Mode ] (撮影モード)び[連写]、[ブラケット]または[マルチ連写]のとき (38 ページ） 

-シーンセレクションの 贏 (高感度モード）、 J (夜景モード）、 ぶを (巧ち上げ花火モード)び 
選ばれているとをに目ページ） 

-モードスイツチび n 闇」のとさ 

• が U お大鏡モード撮影)、またはシーンセレクションの困(風景モード）、る(スノー モー 
ド)、 巧 =( ビーチモード)、广が(高速シャッターモード)び選ばれているときは、4(フラッ 
シュ強制発光)にする い別冊 n まじめに j 手順日)。 


フラッシュ撮影した画像に、ぼんや D とした丸い巧点び写っている。 

•空気中のホコ U びフラッシュの強い光に反射して写りこんだためです。故障ではありませ 
ん /。 


近接撮影びでをない。 

• シーンセレクションの J (夜景モード)、 困 (風景モード)、 :ぶも (巧ち上げ花火モード)び選 
ばれているとさは、近接撮影でをません (26 ページ)。 

撮影日時び表示されない。 

• 撮影時には、曰付は表示されません。再生時のみ表示されます。 

正しい撮影日時び記録されない。 

• 日付■時刻を合わせる(一効挪厂なじめに y 手/膊2)。 

シャッターを半巧しずると F 値、シャッタースピードび点滅ずる。 

• 露出び合っていません。露出補正する (33 ページ)。 

画像が暗い。 

• 逆光になっています。測光モード選択 (36 ページ)、または露出補正 (33 ページ)する。 

• 画面び暗いときは、 LCD バックライトの明るさを調節する (20 ページ)。 













画像が明るい。 

• 舞台など暗いところでスポットライトび当たっている状態で撮影しています。露出補正す 
る (33 ページ)。 

•画面び日月るすざるときは、 LCD バックライトの明るさを調節する （20 ページ)。 

画像の色が正し < ない。 

• [ COLOR ] (カラーモード)を[標準]にする （32 ページ)。 

明るい被写体を写すと、縦に尾を引いたような画像になる。 

• スミアといラ現象です。故障ではありません。 

暗い場所で画面を見ると画像にノイズが目立つ。 

• 暗い場所でも確認できるように、画面を一時的に明るくする機能び働いています。撮影さ 
れる画像には該響ありません。 

被写体の目びホく写る。 

• 赤目軽減モードにするほ日ページ)。 

• 被写体に近づいてフラッシュ推奨撮影距離内(一筑脯厂なじめに y 手/腰 5) で撮影する。 

. 室内を日月る < して撮該する。 

画面に点が現れて消えない。 

• 故障ではありません。これらの点は記録されません (9 ページ、 別冊「はじめに」）。 

連写できない。 

• 内蔵メモ U —または"><モ|」ースティックデュオ"の容量びいっぱいです。不要な画像を 
削除する い別冊「はじめに」手順6)。 

•バッテ U —の残量び足りない。充電されたバッテリーを取り付ける。 


画像を見る 


「パソコン」 （93 ページ)もあわせてご覧ください。 


再生できない。 

•モードスイッチを「困」にする （2 己ぺージ)。 

•パソコンでフォルダ/ファイルの名前を変更したためです (71 ページ)。 

• パソコンで画儘を加工したファイルや、本機し:^がで撮影した画像は本機での再生は保証い 
たしません。 

• USB モードになっています。 US 巨接続を終了する (69 ぺージ)。 


困つたとをは 
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巧障かな？と思った5(つヴき) 


撮影日時び表示されない。 

• oK 画面表示切り換え）ボタンでオフにしている （2 日ぺージ)。 

表示直後に再生画像が粗い。 

• 画像の理のため、表示直後は画儘び粗くなります。故障ではありません。 

USB 接続したとき、画面に画像が出ない。 

• マルチ端モ専巧ケープルのスイッチび 「 TV 」 に設定されている。ケープルをはずすか、ス 
イッチを rCAM ERA 」 に設定し直す (65 ぺージ)。 

テレビに画像び出ない。 

• [ビデオ信号出力]び [ NTSC ] になっているか確認する (6 日ページ)。 

• 接続び正しし、か確認する (8 目ぺージ)。 

• マルチ端モ専巧ケープルのスイッチび 「 CAMERA 」 に設定されている。 「 TV 」 に設定し直す 
(86 ページ)。 


画像を削除ずる/編集ずる 


削除でをない。 

• 画像のプ□テクトを辭除する (42 ページ)。 

•誤消去防止スイッチのあるソモ U - スティックデュオ"を使巧し、スイッチび 「 LOCK 」 
になっている。解除してください （102 ぺージ)。 


誤って消してしまった。 

• 一度削除した画像は元に戻せません。画像にプ□テクトをかける (41 ページ)か、誤消去防 
止スイッチのある"メモ U - スティックデュオ"を使巧し、スイッチを 「 LOCK 」 にする 
(1 日2ぺージ)と誤消去を防げます。 

リサイズびでをない。 

• 動画/マルチ達写画像は U サイズでをません。 

プリン ト 予約 マークび 付かない。 

• 動画にはプ U ントず約マークを付けられません。 

動画を分割でをない。 

•充分な長さ(約2砂間)のない動画は分割でをません。 

• 画像のプ□テクトを辭除する (42 ページ)。 

• 静止画は分割でをません。 



パソコンとの接続方法や最新サポート情報はデジタルイメージングカスタマーサポー 
卜のホームページをご覧ください。 

Shaa http :// www . sony . co . jp / cyber - shot / support / 

対応している OS びわか5ない。 

• r パソコンの推奨環境」を確認する(62、77ページ)。 

USB 接続をしたとを、本機の画面に何も表示されない。 

• マルチ端子専巧ケープルのスイッチび 「 TV 」 に設定されている。 「 CAMERA 」 に設定し直す 
(65 ページ)。 

本機びパソコンに認識されない。 

•本総の電源げ入っているか mm するい別冊「はじめに」手順の。 

•バッテリー残量び少ないときは、充電されたバッテリーを取り付ける(一筑脯厂なじめに y 
手/候7)、または AC アダプターを使巧する （1 日ページ)。 

•接続には、マルチ端子専巧ケープル(付鼠を使う （65 ぺージ)。 

•一度パソコンと本機からマルチ端子専巧ケープルを损いて再びしっかりと差し込み、 

「 US 巨モード Mass Storage 」 と表示されているか確認する （65 ページ)。 

• [USB 接続]を [Mass Storage ] にする (59 ぺージ)。 

•パソコンの US 巨端子に、本機/キーボード/マウス切がの機器び接続されているとさは、 
取りはずす。 

• USB A ブ経由などでなく、本機とパソコンを直接接続する (65 ぺージ)。 

• ソフトウェア(付属)をインス!ルする （63 ページ)。 

• ソフトウェア(付属)をインスI-ールする前に、マルチ端子専巧ケープルで本機とパソコン 
を接続したため、デバイスび正しく認識されていない。正しく認識されなかったデバイス 
を削除してから USB ドライバーをインス!-ールする（次の項目）。 

本機とパソコンを USB 接続しても、パソコン画面に r リムーバスレディスク」び表示されなし、。 

• 下記の手順をパソコンで行い、 USB ドライバーをインス I -ールし直す。 

拟下は、 Windows パソコンの手順です。 

1[マイコンピュータ]をちク U ックしてメニューを表示し、[プ□パティ]をクリック。 
「システムの プ □パティ」画面び表示される。 

2 [ A - ドウ ェア] タブー [デバイスマネージ巾]の順にク U ック。 

•Windows Me をお使いの場合 r は、[デバイスマネージ巾]タブをク U ック。 

「デバイスマネージャ」び表示される。 

3 I ：一 'Sony DSC ] をちク U ックし、悄 U 除] 一 [0 K ] の順にク U ック。 

デバ’イスび削除される。 

4ソフトウェアをインストールずる （63 ページ)。 

USB ドライバーをインストールされます。 


困つたとをは 



巧障かな？と思った5(つヴき) 


画像をコピーでをない。 

•本機とパソコンを正しく USB 接続する (6 己ページ)。 

• 0 S に対応した手順でコピーする（66、77ページ)。 

•パソコンでフ オーマッ トした"メモ U — スティック デュオ"で撮影した場合、画儘をパソ 
コンへコピーできないことびあります。本機でフ オーマッ トした"メモ U —スティック 
デュオ"で撮影する(日4ページ)。 

USB 接続をしたとをに rCyber-shot Viewed び自動起動しない。 

• メディア監視ツールを起動する （72 ページ)。 

•パソコンの電源を入れた状態で US 目接続をする (65 ページ)。 

画像を再生でをない。 

• l " Cyber-shot Viewed をお使いの場合は、ヘルプをご覧ください。 

•パソコン 一力一またはソフトウエアメーカーにお問い合わせ < ださい。 

動画を再生ずると画像や音が途切れる。 

• 巧蔵;><モリーまたは"メモリースティックデュオ"から直接再生すると、画像や音び途切 
れます。パソコンの八ードディスクに動画をコピーして、八ードディスクのファイルを再 
生する (64 ページ)。 

画像をプ U ントでをない。 

• プ U ンターの設定を確認する。 

パソコンか 5 コピーした画像ファイルび本機で見 5 れない。 

• 101 MSDCF など本機で認識するフオルダにコピーする （69 ぺージ)。 

• 正しい手順で操作する (71 ページ)。 


Cyber-shot Viewer 


に yber-shot Viewed で画像び正しく表示されない。 

• 表示したい画像びあるフォルダび r 閲覧フォルダ」に登録されていることを確認する。フォ 
ルダび r 閲覧フォルダ」に登録されていてを画儘び表示されない場合、データベースを更新 
してください (75 ページ)。 

に乂6が-5わ〇1乂16\^が」で取り&んだ画像び見つか5ない。 

• 「マイピクチヤ」フォルダをご覧ください。 

• 初期設定を変更したい場合は、 7 日ページの IT 取り込み先フォルダ」を変更するには」をご 
覧いただき、「取り込み先フォルダ」をご確認ください。 



r 取 0 込み巧フォルダ j を変更したい。 

• 「取り込み先フォルダ」は、取り込みの設定画面から変更できます。取り込み先フォルダは 
rCyber-shot Viewer 」 の「閱覽フオルダ」として登録されているフオルダから指定できま 
す (75 ページ)。 


取り込んだ画像が、ずべてカレンダー上で1月1曰に表示される。 

• 本機の曰付び設定されていません。曰付を設定してください卜測®厂なじめに y 手/《章ぶ。 


"メモリースティックデュオ" 


本機に入5ない。 

• 正 UA 尚きで入八るい別冊「はじめに」手順3)。 


記録できない。 

•誤消去防止スイッチのある"メモ U - スティックデュオ"を使巧し、スイッチび 「 LOCK 」 
になっている。解除する （102 ページ)。 

• "メモ U —スティックデュオ"の容量びいっぱいになっているとをは、不要な画像を削除す 
る(一筑腑厂な じめに_!手順目)。 

•動画を画像サイズ「64日（ファイン)」で撮影するときは、"メモ U —スティック PRO デュ 
才"を使巧する (21 ページ)。 

フォー マットでさない。 

•誤消去防止スイッチのある"メモ U - スティックデュオ"を使巧し、スイッチび 「 LOCK 」 
になっている。解除する （102 ページ)。 

誤ってフォーマットしてしまった。 

• "メモ U —スティックデュオ"巧のデータはすべて消去され、元に戻せません。誤消去防止 
スイッチのある"メモ U - スティックデュオ"を使用し、スイッチを 「 LOCK 」 にする （102 
ページ)と誤フォーマツトを防げます。 


"メモリースティック"ス n ット付きパソコンで"メモリースティック PRO デュオ"び認 
識されない。 

•パソコンおよび力ードリーダーび"><モ|」ースティック PRO デュオ"に対応しているか 
ご確認<ださい。ソニーバイオをお使いの場合、サイバーショットのサポートページをご 
覧いただをますと、対応の有無び確認でをます(裏表紙)。ソニー製切がのパソコンおよび 
カード U —ダーをお使いの場合は、各メーカーにお問い合わせください。 

• "メモリースティック PRO デュオ"非対応の場合は、本機をパソコンにつないでください 
(65、77ぺージ)。パソコンび"メモリースティック PRO デュオ"を認識します。 


困つたとをは 
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故障かな？とおコた5(つヴき) 


内蔵メモリー 


內蔵メモリー内のデータび本機、またはパソコンで再生でをない。 

• 本機に"メモ U - スティックデュオ"び入っている。 取りはずす(一別滞「はじめに」手順 
4)。 


撮影した画像を内蔵メモリーに記録ずることびでをない。 

• 本機に"メモリースティックデュオ"び入っている。 取りはずす(一別拙「はじめに」手順 
4)。 


內蔵メモリーのデータを"メモリースティックデュオ"にコピーしたのに、内蔵メモリーの 
容量が減らない。 

• データをコピーしてち、内蔵；><モリー内のデータは削除されません。コピー媛に改めて内 
蔵メモ U - の[フオーマット]を行う巧3ページ)。 

内蔵メモリー内のデータを"メモリースティックデュオ"にコピーでをない。 

• "メモ I 」ースティックデュオ’’の空を容量びない。空を容量を確認する(目 4 MBL ^ 上推奨)。 

"メモリースティックデュオ"やパソコンの画像を内蔵メモリーにコピーできない。 

•">< モ U —スティックデュオ’’やパソコンの画儘は巧蔵；><モリーにコピーでをません。 


プ U ントずる 


なの rPic 旧 ridge 対応プリンター」も合わせてご覧ください。 


両端が切れてプリントされる。 

• 画像サイズを [16 : 9] に設定して撮影した画像をプ U ントすると、画像の両端び切れてプ 
IJ ントされることびあ0ます。 

• お手持ちのプリンターでプリントする場合は、あらかじめ卜 U ミングやふちなし印刷機能 
を解除しておいてください。機能の有無は、プ U ンターのメーカーにお問い合わせくださ 
い。 

• お店でプ U ントする場合は、画儘の両端び切れないよラにプ U ントできるかどラか、あら 
かじめお店にお問い合わせください。 




プリンターと接続できない。 

• 本機は、 PictBridge が対応プリンターには直接接続できません。対応の有無は、プリン 
夕一のメーカーにお問い合わせください。 

• プ U ンターの電源び入り、接続可能な状態になっていることを確認する。 

• [ USB 接続]を [ Pic 旧 ridge ] にする (59 ぺージ)。 

•マルチ端テ専巧ケープルを扳いて、接続し直す。プリンターにエラー表示び出ている場合 
は、プ U ンターの取掘説明書をご覽ください。 

USB 接続をしたとき、本機の画面に何ら表示されない。 

• マルチ端子専巧ケープルのスイッチび 「 TV 」 に設定されている。 「 CAMERA 」 に設定し直す 
(81 ぺージ’)。 

プ U ントでをない。 

•本機とプ U ンターびマルチ端モ専用ケーブルで正しく接続されているか確認する。 

• プ U ンターの電源び入っているか確認する。詳しくはプ U ンターの取扱説明書をご覧くだ 
さい。 

• プ U ント中に r 終了」を選ぶと、再びプ U ントできない場合びあります。マルチ端子専用 
ケープルを损いて、接続し直す。それでち復帰しないとをは、マルチ端子専用ケーブルを 
ちラー度损を、プ U ンターの電源を入れ直してから接続し直す。 

•動画はプ U ントでをません。 

• 本機政がで撮影した静止画、またはパソコンで加工した画像はプ U ントできない場合びあ 
ります。 

プ U ントび中断される。 

• ■ O ^ CPictBridge 接続中)マークび消える前に、マルチ端デ専巧ケープルを损いた。 

曰イゴ挿入/インデックスプリントびでさない。 

• プ U ンターび日付挿入/インデックスプ U ントに対応してない。対応の有無は、プリン 
夕一のメーカーにお問い合わせください。 

• プ U ンターによっては、インデックスプ U ントでは日付び挿入されない場合びあります。 
プ U ンターのメーカーにお問い合わせ<ださい。 

日付部分に r . 」などび印刷される。 

•画儘ファイルに印刷可能な撮影日時情報び入っていない。[日付]を脚]にしてプリントし 
て < ださい (82 ページ)。 

プリントしたい用紙サイズが選択でをない。 

• プ U ンターびプ U ントしたい用紙サイズに対応しているか、プ U ンターのメーカーにお問 
い合わせください。 



困つたとをは 
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巧障かな？と思った5(つヴき) 


プリンターの用紙サイズどお0にが刷でをない。 

•本機とプ I 」ンターを接続したあとにプリンターの用紙を別のサイズの巧紙と取り換えた 
場合は、一度マルチ端子専用ケープルを扳いてプ U ンターを接続し直してください。 

• 本機での印刷設定と、プ1」ンターの設定び合っていない。本機の用紙サイズ設定を変更す 
る (82 ページ)か、プ I 」ンターの巧紙設定を変更する。 

印刷を中止ずると、他の操作びでさない。 

• プリンターび印刷中止の処理をしているので、しばらくお待ちくださし、プリンターに 
よっては時間びかかることびあります。 


その他 


操作を受け付けない。 

• 本機で使えるノ くッテ U —を使ラ （1 日4ページ)。 

• 巧表示時は、バッテ U - 鶏量びみない。 雨霞するい別冊「はじめに」手順1)。 

電源び入っているのに操作できない。 

• 内部システムび誤動作しています。バッテリーを取りはずし、約1分後再びバッテリーを 
入れ、本機の電源を入れる。 

画面上の表示がわからない。 

• 1目ページをご覧ください。 

レンズがくもる。 

• 結露している。電源を切って約1時間そのままにしてから使巧するり06ぺージ)。 

長時間使用ずると、本機が熱くなる。 

•故障ではありません。 

電源を入れると、時刻設定画面び表示される。 

• 時刻を設定し直す(—拥师厂なじめに y 手/源ぶ。 



自己診断表おと警告表示 


自己診断表示 


画面にアルフアベットで始まる表示び 
出た5、本機の自己診断機能び働いてい 
ます。表示の末尾2巧 (□□) の数字は、 
本機の状態によって変わります。 

下記の対処を2、3度繰 D 返してち正常 
な状態に戻らないときは、修理びお要な 
場合びあるのでテクニカルインフオ 
メーシヨンセンターにご相談<ださい 
(裏表紙)。 


c：32：nn 

• A — ドウェアの異萬。電源を入れ直 
す。 

。13:血 

• データび読めない/書けない。電源を 
入れ直すか"メモ U —スティックデュ 
才"を数回掠き差しする。 

• 内蔵メモ U — びフ オー マッ トエラーの 
ままである。または、フ オー マットし 
ていない"メモ IJ ースティックデュ 
才"を入れた。フ オー マットする（己4 
ぺージ)。 

• 本機では使えない"メモ U —スティッ 
クデュオ"を入れた。またはデータび 
壊れている。"メモリースティック 
デュオ’’を交換する （1 日2ページ)。 

E ：6 i：nn 

E： 62 ：nn 

E ：9 i：nn 

• 何らかの異常び起きている。設定 U 
セット(己8ページ）してから、電源を 
入れる。 


警告表示 


画面には、なのよラな表示び出ることげ 
あ0ます。 


巧 

•バッテ U —の鶏量びみない。すぐに 
バッテ I 」一を巧電する い別冊「はじめ 
に」手順1)。 ご使用状況やバッテ U — 
の種類によっては、バッテリー残量び 
己分から1日分でち点;補することがあ 
ります。 


"インフォリチウム"バッテリーを使って 
<ださい 

• "インフォリチウム"対応政列のバッテ 
リーを使っている。 

システム エラー 

• m 源を入 rm すい別冊「はじめに」手 
順2)。 

内蔵 メモリーエラー 

• 電源をすい別冊「はじめに」手 
順2)。 


メモリースティックを入れなおしてくだ 
さぃ 

• "メモ U —スティックデュオ"を入れ 
直す。 

• 本機では使えない"モリースティッ 
クデュオ’’び入っている （1 日2ペー 
ジ)。 

• "メモ U - スティックデュオ"び壊れ 
ている。 

• "メモ U —スティックデュオ"端子び 
巧れている。 


■困ったときは 
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自己診断表示と警告表示(つヴを) 


身戶対応のメモリースティックです 

• 本機では使えないソモ U - スティッ 
クデュオ"び入っている （102 ペー 
ジ)。 


ソオーマツト - L フー 

•フォー マツ トし直す巧3、54ページ)。 


メモ u — スティックび n ックされていま 
ず 

• 誤消去防止スイッチのあるソモ U - 
スティックデュオ"を使用し、スイッ 
チび 「 LOCK 」 になっている。解除する 
(1 日2ページ)。 


内蔵メモリーの残量がありません 
メモリースティックの残量びあ0ません 

• 不要な画像やデータを消去する(一►知 

冊「はじめに」手順の。 

読み出し専用のメモリースティックでず 

• この‘‘メモ U - スティックデュオ"へ 
の画儘記録や消まはでをません。 

ファイルびありません 

• 巧蔵;><モリー巧に画儘び記録されてい 
ない。 

このフオルダにはファイルびありません 

• フォルダ内に画像び記録されていな 
い。 

•パソコンからのファイルコピー方法び 
正しくない (71 ぺージ)。 


フオルダ エラー 

• 上3衍の番号び同じフオルダびソモ 
IJ ースティックデュオ"內にある 
(例：1 23 MSDCF と1 23 A 目 CDE ) 。 
別のフォルダを選択するか、フォルダ 
を作成するほ4ページ)。 


これ！; Lb フォルダ作成できません 

• 上3巧の番号び「999」のフォルダび 
"メモ U —スティックデュオ"内にあ 
る。本機でこれし乂上のフオルダを作成 
でをません。 


記録できません 

• 本機で記録フォルダに設定でをない 
フオルダを選択した。他のフォルダを 
選択する (55 ページ)。 


ファイル エラー 

• 画像再生時に異常び発生した。 


ファイルがプ□テクトされていまず 

• プ□テクトを解除する (42 ページ)。 

画像サイズオーバーでず 

• 本機で再生でをないヴイズの画像を再 
生しようとしている。 

分割でさません 

• 分割でをる充分な長さ(約2秒!; (上) び 
ない。 

•動画ではない。 

無効な操作でず 

• 本機に対応していないファイルを再生 
しよラとしている。 

m (手ぶれ警告表示） 

• 光量不足のため、手ぶれび起こりやす 
い状況になっているので、フラッシュ 
を使用したり、手ぶれ補正をオンにす 
る。または、=脚などで本機をしっか 
りと固定する。 
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640 (ファイン）に対応していません 

• 防4日（ファイン)]の動画に対応して 
いるのは"><モ1)ースティック PRO 
デュオ’のみ。"メモ U —スティック 
PRO デュオ"を入れるか、画憬サイズ 
を防4日（ファイン)]切がに設定する。 


接続巧を確認してください 

• 本機の設定び [ PictBridge ] になって 
いるのに、 PictBridge に対応してい 
ない機器と接続している。接続してい 
る機器を確認する。 

• 接続び確立でさない。マルチ端子専用 
ケープルを损いて、接続し直す。プ U 
ンターにエラー表示び出ている場合 
は、プ U ンターの取掘説明書をご覧く 
ださい。 


PictBridge 機器と接続してください 

•プリンターと接続する前にプ U ントし 
ようとした。 PictBridge 対応のプ U 
ンターと接続する。 


プリントできる画像があ0ません 

•プリント予約マークを付けないで 
に P 0 F 画勒を実行しようとした。 

• 動画しか入っていないフォルダを選ん 
で、[フォルタ巧全て]を実行しようと 
した。動画はプ I 」ントでをません。 


プ U ン ター ビジー 
用紙 エラー 
用紙がなくなりました 
インク エラー 

インクが少なくなりました 
インクびな<な0ました 

•プ U ンターを確認する。 


プ U ン ターエラー 

• プ I 」ンターを確認ずる。 

• プ U ントしたい画像び壊れていないか 
確認する。 



• 接続しているプ1」ンターへのデータ転 
送び完了していない可能性びある。 
マルチ端モ専用ケーブルを檢かないで 
<ださい。 


処理中 

• プ IJ ンターび印刷中止処理を行ってい 
る。処理び売了するまでは印刷できま 
せん。プ U ンターによっては処理に時 
間びかかることびあります。 


スライドショーでをる画像があ0ません 

• 目 GM 付きスライドショー時にスライ 
ドシヨーでをるファイルび存在しない 
フオルダを選択している。 


BGM エラー 

• 選択した BGM データを削除ずるか、 
正 萬なデータと入れ換える。 

• [BGM フォーマツ ト]をしてから、 正 
萬なデータをダウン□ー ドする (57 
ページ）。 


BGM フオ ー マツ トエラー 

• 目 GM フ オーマツ トし直す (57 ペー 
ジ)。 


困つたとをは 
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A その他 

t "メモ IJ ースティック"にごいて 


":><モリースティック"は、ルさくて軽い 
に記録 x ディアです。":><モリース 
ティック"のうち、本機で使えるのは下 
表のとおりです。ただし、すべての"メモ 
リーステイック"の動作を保証するもの 
ではありません。 


"メモリースティック"の 
種類 

記録•再生 

メモ IJ ースティック 
(マジックゲート非対応） 

- 

メモ IJ ースティック 
(マジックゲート対応） 

- 

メモ IJ ースティックデュオ 
(マジックゲート非対応） 

〇 

メモ IJ ースティックデュオ 
(マジックゲート対応） 

^~\*1 *2 

マジックゲート 
メモ IJ ースティック 

- 

マジックゲート 

メモ IJ ースティックデュオ 

び1 

メモ IJ ースティック PRO 

- 

メモ IJ ースティック PRO 
デュオ 



* 1 マジックゲート搭載の"メモリーステ イッ 
クデュオ"です。"マジックゲート"とは暗 
号化技術を使って着作権をな護する技術で 
す。本機ではマジックゲート機能び必要な 
データの記録/再生はでをません。 

パラレルインターフェースを利巧した高速 
データ較をに対応しております。 

* 3 動画の防4日（ファイン)]の記録びできま 
す。 


•パソコンでフ オーマツ トした"メモ U —ス 
ティックデュオ"は、本機での動作を保証 
しません。 

• お使いの"メモ U —スティックデュオ"と機 
器の組み合わせによっては、データの読み 
込み/書を込み速度び異なります。 


"メモリースティックデュオ"（別売） 
使用上のごま意 

• 誤消去防止スイッチを先の細いものでスラ 
イドさせて 「LOCK」 にすると記録や編集、 
消まびでをなくなります。 


端子一 



r ' ll ) § 

国 イ] 


—) 



誤消去防止1 

1 T 1 




スイッチ 


メモェ U ア 


誤消ま防止スイッチの有無や位置、形状は、 
お使いの"メモ U- スティックデュオ"に 
よって異なることびあります。 

• データの読み込み中、書を込み中には"メモ 
U —スティックデュオ"を取り出さないで 
ください。 

• 切下の場合、データが破壊されることびあ 
りまず。 

-読み込み中、書き込み中に"><モリース 
ティックデュオ"を取り出したり、本機 
の電源を切った場合 

-静電気や電気的ノイズの影響を受ける場 
所で使用した場合 

• 大切なデータは、バックアップを取ってお 
<ことをおすすめします。 

• メモエ U アに書き込むときは、あまり強い 
圧力をかけないで < ださい。 

•">< モ U —スティックデュオ’’本体およびメ 
モ IJ ース ティックデュオアダプターにラ 
ベルなどを貼らないで<ださい。 

• 持ち運びや保管の隙は、付属の収納ケース 
に入れて < ださい。 

• 端子部には手や金属で軸れないで<ださ 
い。 

• 強い衝撃を与えたり、曲げたり、落としたり 
しないで < ださい。 

• 分解したり、改造したりしないでください。 
• 水に说らさないで < ださい。 




• ルさいお子さまの手の届くところに置かな 
し、ようにしてください。誤って飲み込むお 
それびあ0ます。 

• 切下のよラな場所でのご使巧やな管は避け 
て < ださい。 

-高温になった車の中や炎天下などの気温 
の高い場所 

-直射日光のあたる場所 
-ミ窗気のをい場所や腐食' I ホのちのびある場 
所 

メモリースティックデュオアダプター 
(別売)使用上のごま意 

• "メモ U —スティックデュオ"を"メモリー 
スティック"対応機器でお使いの場合は、必 
ず"メモ U —スティックデュオ"をメモ 

IJ ースティックデュオアダプターに入れ 
てからお使いください。アダプターに装着 
されていない状態で挿入されますと"メモ 
U —スティックデュオ"び取り出せなくな 
る可能性びあります。 

• モ IJ ースティックデュオ"を ><モ|」ース 
ティックデュオアダプターに入れるとを 
は正しい挿入方向をご確認のラえ、奥まで 
差し込んで < ださい。差し込みかたび不巧 
分だと正萬に動作しない場合びあります。 

•">< モ IJ ースティックデュオ"を ><モ|」ース 
ティックデュオアダプターに装着して"メ 
モ U —スティック"対応機器でご使巧にな 
るときは、正しい挿入方向を確認のラえお 
使いください。間違ったご使用は機器の破 
損の原因となりますのでご注意ください。 

• メモ U —スティックデュオアダプターに 
"メモ U —スティックデュオ"び装着されて 
いない状態で、ソモ U - スティック"対応 
機器に挿入しないでください。このよラな 
使いかたをすると、機器に不具合び生じる 
ことびあります。 


"メモリースティック PRO デュオ" 
(別売)使用上のごま意 

• 本機で動作確認されている"メモリース 
テイック PRO デュオ"は 2 G 巨までです。 

使巧可能な ">< モ U —ステ ィッ ク"についての 
最新情報は、ホームページ上の「メモリース 
テイック対応表」をご確認ください(裏表紙)。 


そ 

の 

他 


1的 


InfoLITHIUM (インフォリチウム)バツテリーについて 


InfoLITHIUM (インフォリチウム）バツ 
テ U —について 

本機は"インフォ U チウム’バッテ U - ( R 夕 
イプ)のみ使用でをます。 

(D InfoLITHIUM 

TYPE 

"インフォ u チウム"バッテ u - は、本機との 
間で、使巧状況に関するデータを通信する機 
能を持っている U チウムイオンバッテ I 」一で 
す。 

"インフォ U チウム"バッテ U —び、本機の使 
巧状況に応じた消費電力を計算してバッテ 
I 」一鶏量を分単位で表示します。 

巧電について 

周囲の温度び10む〜30での環境で充電して 
ください。これ切がでは、効率のよい充電び 
でさないことびあ0ます。 

バッテリーの上手な使いかた 

• 周囲の温度び低いとノ くッテ U —の性能び低 
下するため、使用でをる時間び短 < なりま 
す。ぶり長い時間ご使巧いただ < ために、 
バッテ U —をポケットなどに入れて温か< 
しておを、撮影の直前、本機に取り付けるこ 
とをおすすめします。 

• フラッシュ撮影、ズーム撮影などを頻繁に 
すると、パ'ッテ U —の消費び早くなります。 
• 撮影には予定撮影時間の2〜3倍の予備 
バッテリーを準備して、き前に試し撮りを 
してください。 

•バッテ U —は防水構造ではありません。水 
などに说らさないよラにご注意ください。 

• 高温になった車の中や炎天下などの気温の 
高い場所に放置しないで<ださい。 


パッテリーの残量表示について 

バッテ U —の鶏量表示び充分なのに電源びす 

ぐ切れる場合は、本機で使い切ってから再び 

満充電してください。残量び正しく表示され 

ます。ただし長時間高温で使用したり、満巧 

電で放置した場合や、使用回数びをいバッテ 

U —は正しい表示に戻らない場合びありま 

す。 

パッテリーの保管方法について 

• バッテ U —を長時間使用しない場合でを、 
機能を維持するために、1年に1回程度満充 
電にして本機で使い切り、その樓本機から 
バッテ U —を取りはずして、湿度の低い涼 
しい場所で保管してください。 

• 本機でバッテリーを使い切るには、スライ 
ドショー (27 ぺージ)を再生して、電源び 
切れるまでそのままにしてください。 

• 本機から取り出したノ（ッテリーは、接点巧 
れ、ショート等を防止するため、携帯、保管 
時は必ず付属の J くッテ I 」ーケースをご使用 
ください。 

バッテリーの寿命について 

•バッテ U - には寿命びあります。使巧回数 
を重ねたり、時間び経過するにつれバッテ 
U —の容量はみしずつ低下します。使用で 
をる時間び大幅に短 < なった場合は、寿命 
と思われますので新しいちのをお買い上げ 
ください。 

• 寿命は、保管方法、使用状況や環境、パッテ 
リーパックごとに異なります。 
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バッテリーチャージヤーについて 


バッテリーチャージャーについて 

• 付属のバッテ U —チャージャーで、ソニー 
InfoLITHIUM (インフォリチウム)バッテ 
U —切がのノ 〇ッテ U —を充電しないでくだ 
さい。指定がのバッテ U —を充電すると、 
バッテ U —のあ漏れ、発熱、破裂、感電の原 
因とな0、やけどやけびをするおそれびあ 
ります。 

•充電したバッテリーはバッテ U -チャー 
ジャーから取り出してください。そのまま 
取り付けていると、バッテ U —の寿命を損 
なラことびあります。 

• CHARGE ランプび点滅した場合は、バッ 
テ U —の異萬、または指定切がのバッテ 
U —び挿入された場合び考えられます。指 
定のバッテ U —かどラか確認してくださ 
し、また、指定のバッテ1」一を挿入してい 
る場合は、一度バッテリーを损を、新品の 
バッテ U —など、別のノくッテ1」一を挿入し 
てバッテ U —チャージャーび正常に動作す 
るか確認してくださし、。バッテリーチャー 
ジャーび正萬に動作する場合は、バッテ 
U —の異萬び考えられます。 

•バッテ U - チャージャーび巧れていると正 
背に充電できないことびあります。乾いた 
巧などで汚れを拭を取ってください。 


使用上のごミち意 


■ 使用/保管してはし、けない場所 

. 異萬に高温、低湿、またはを湿になる場所 
炎天下や夏場の窓を閉め切った自動車内は 
特に高温になり、放置すると変形したり、故 
障した0することびあります。 

• 直射曰光の当たる場所、熱器具の近< 
変色したり、変形したり、故障したりするこ 
とびあ0ます。 

• 激しい振動のある場所 
• 強力な臟気のある場所 
• 砂地、砂浜などの砂ぼこりのをい場所 
海辺や砂地、あるいは砂ぽこりび起こる場 
所などでは、砂びかからないようにしてく 
ださい。故障の原因になるばかりか、修理 
でをな<なることちあります。 

■ 持ち運びについて 

スボン和スカートの後ろポケットに本機 
を入れたまま、椅子などに座らないでくだ 
さい。故障や破損の原因になります。 

■ お手入れについて 
液晶画面をきれいにする 

液晶画面に指紋や二 fs び付いて巧れたとを 
は、液晶クリーニングキット側売)を使って 
されいにすることをおすすめします。 

レンズをされいにする 

レンズに指紋やび付いて巧れたときは、 
柔らかい巧などを使ってきれいにすることを 
おすすめします。 

表面をきれいにする 

水や插るま漏をみし含ませた柔らかい巧で軽 
く拭いたあと、からぶさします。本機の表面 
び変質したり塗装びはげたりすることびある 
ので、 ■ UTR まご使用にならないでください。 

• シンナー、ベンジン、アルコール、化学ぞラ 
をん、虫除け、日焼け止め、殺虫剤のような 
化学囊品類 

• 上記び手についたまま本機を扳ラこと 
• コ[ムゃビニール製品との長時間の接觸 


■ 動作温度にごま意ください 

本機の動作温度は約〇む〜40でです。動作温 
度範囲を越える極端に章い場所や暑い場所で 
の撮影はおすすめでさません。 

■ 結露について 

結露とは、本機を寒い場所から急に暖かい場 
所へ持ち込んだとをなどに、本機の内部やが 
部に水滴び付< ことです。この状態でお使い 
になると、故障の原因になります。 

結露が起こりやすいのは 

• スキー場のゲレンデから暖房の効いた場所 
へ持ち込んだとを 

• 冷房の効いた部屋や車内から暑い屋外へ持 
ち出したとを、など 

結露を起こりにくくするために 

本機を章いところから急に暖かい所に持ち込 
むと去は、ビニール袋に本機を入れて、空気 
び入らないよラに密閉して<ださい。約1時 
間放置し、移動先の温度になじんでから取り 
出します。 

結露が起きたとさは 

電源を切って結露びな<なるまで約1時間放 
置し、結露びなくなってからご使巧くださ 
し、。特にレンズの内側に付いた結露び残った 
まま撮影すると、去れいな画像を記録できま 
せんのでご注意 < ださい。 

■ 巧蔵の巧電式電池について 

本機は曰時や各種の設定を電源の入/切に関 
係なくな持するために充電式電池を内蔵して 
います。充電式電池は本機を使用している限 
り萬に充電されていますび、使ラ時間び短い 
と徐々に放電し1か月程度まったく使わない 
と完全に放電してしまいます。巧電してから 
使用してください。ただし、巧電式電池び充 
電されていない場合でち、曰時を記録しない 
のであれば本機を使ラことびでをます。 


内蔵の充電式電池の充電方法 

本機に充電されたノ くッテ U —を入れるか、 
AC アダプター（別売)を使ってコンセント 
につないで、電源を切ったまま24時間切上 
放置ずる。 


InfoLITHIUM (インフオリチウム） 
バッテリーの巧電方法 

^別冊「はじめに手順1 

■ "メモリースティックデュオ"を破 
案/譲渡ずるとさのごミち意 

本機やパソコンの機能による「フオーマッ 
りや「削除」では、"メモ U - スティック 
デュオ’内のデータは完全には消去されない 
ことびあります。破棄/譲渡の際は、ソモ 
U —スティックデュオ"本体を物理的に破壊 
するか、市販のパソコンによるデータ消去専 
用ソフトなどを使って"><モリースティック 
デュオ’’内のデータを売全に消去することを 
おすすめします。 


まな仕様 
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本が 

[システム] 

撮儘素子 7.20 mm (1 に.5型） 

カラー CCD 
原色フイ ルター 

総画素数 約7 41日日日0画素 

カメラ 

有効画素数 約7 201000画素 


消費電力(撮影時） 

1.1 W 

動作温度 

日〜4日で 

保存温度 

-20 〜 +6 日 。 C 

外形寸法 

9己 X 56.5 X 23.3 mm 
(幅 X 高さ X 奥行き、突起部を 
除く） 

本体質量 

約169 g (パ‘ッテ U - 
NP - FR 1、 U ストストラップ 
など含む） 

マイク□ホン 

エレクトレットコンデンサマ 
斗ク□ホン 

スピーカー 

ダイナ S ック スピーカー 

Exit Print 

対応 

PRINT Image 
Matching III 

対応 

PictBridge 

対応 


レンズ 

カールツァイスバ|」才- 
テッ ヴー 

3倍ズームレンズ 
f 二 6. 33〜19.0 mm 
(3 己 mm カメラ換算では38 
〜114 mm )、 F 3.5〜4.3 

露出制御 

自動、シーンセレクション 
(9 モード） 

ホワイ1- 

オート、太陽光、曇天、 

バランス 

堂光灯、電球、フラッシュ 

記録ち式 

静止画 ： Exif Ver . 2.21 

( DCF 準拠） 

JPEG 準拠、 DPOF 対応 
動画： MPEG "! 準拠(モノラ 
ル） 

記録メディア 

内蔵メモ U —日8 MB 

‘メモ U —スティック 
デュオ" 

フラッシュ 

推奨撮影距離り SO 感度び 
オートのとさ)約 0.1 〜 
3.4 m ( W )/ 約日.2己〜 2.7 m 
CT ) 

[入出力端子] 

マルチ接続端子 

USB 通信 

Hi-Speed USB (USB 2.0 
準拠） 

[液晶画面] 

液晶ノ（ネル 

7.5 cm (3. 日型） TFT 駆動 

総ドット数 

230 400 (960 X 24 日）ドット 

[電源•その他] 

電源 

U チャージャブルバッテ IJ 一 
パック NP - FR 1、3.6 V 

AC アダプター AC - LS 日 K 
(別売)、 4.2 V 


バッテリーチャージャ ー BC - CS 3 

定格入力 AC 100〜240 V 、 

日日/60 Hz 、3.2 W 

定格出力 DC 4.2 V 、500 mA 

動作温度 0〜4日■ご 

保存温度 一2日〜+60む 

列■あ寸法 約66 X 23 X 91 mm (幅 X 

高さ X 奥行を） 

本体質量 約7日 g 

リチャージャブルバッテリーパック 
NP - FR 1 

使用電池 U チウムイオン蓄電池 

最大電圧 DC 4.2 V 

公称電圧 DC 3.6 V 

容量 4.4 Wh (1 220 mAh ) 

本機や付属品の仕様および列観は、改良のた 
め予告な<変更することびありますび、ご了 
まください。 


保証書と アフターサービス 

必ずお読みください ■ 保証期間経過後の修理は 


記録の客の補償はでさません 

万一、デジタルスチルカメラや"メモ 
U —スティックデュオ"などの不具合な 
どにより記録や再生されなかった場合、 
記録内容の補償については、ご容赦くだ 
さい。 

保証書は国のに限6れていまず 

このデジタルスチルカメラは国内仕様 
です。外国で万一、事故、不具合び生じ 
た場合の現地でのアフターサービスお 
よびその費用については、ご容赦くださ 
い。 

保証書 

• この製品には保話書び添付されていま 
すので、お買い上げの際お買い上げ店 
でお受け取りください。 

• 所定事項の記入および記載内容をお確 
かめの上、大切に保存して<ださい。 

アフターサービス 

■調子び悪いとさはまずチ王ックを 

"故障かな？と思ったら"の項を参考に 
して故障かどラかお調べください。それ 
でも具をの悪いときはテクこカルイン 
フオメーシヨンセンターにご相談<だ 
さい(裏表紙)。 

■保証期間中の修理は 

保証書の記載内容に基づいて修理させ 
ていただをます。詳しくは保証書をご覧 
<ださい。 


修理によって機能び維持でさる場含は、 

ご要望により有料修理させていたださ 
ます。 

■部品の交換について 

この商品は修理の際、交換した部品を再 
生、再利用する場合げあります。その際、 
交換した部品は回収させていただをま 
す。 

■部品の保有期間について 

当社はデジタルスチルカ;/ラの補修用 
性能部品(製品の機能を維持するために 
お要な部品)を製造打ち切 D 後7年間保 
有しています。この部品保有期間び経過 
したあとわ、故障箇所によっては修理巧 
能の場合びありますので、テクこカルイ 
ンフォ ーシヨンセンターにご相談く 
ださい(裏表紙)。 

■修理をお受けになる前に 

内蔵メモ U —のバックアップをお取り 
ください。データのバックアップち法は、 

23ページをご覧ください。 

修理によってデータび消去または変更 
された場合、記録内容の保障については 
ご容赦ください。 

そ 

の 

他 
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一 3ページをあわせてお読み<ださい。 


まをのために 

I A 鉛化 I A A 下記のミ主胃事1頁をすらないと、^^災、大けびや死1：： 
レ八^ 〇 I f ホ にいたる危害び発をすることびあじます。 
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分解や改造をしない 

火災や感電の原因となります。内部点検や修理はテクニカルインフォメー 
ションセンターにご依頼ください。 

分解禁止 

内部に水や異物徐属類や燃えやずい物など)を入れない 

火災、感電の原因となります。万一、水や異物び入ったときは、すぐに電源を切 D 、 電 
池を取り出してください。 AC アダプターやバッテ U —チャージャーなどちコンセ 
ントから抜いて、テクこカルインフォメーションセンターにご相談ください。 

0 

禁止 

運転中に使用しない 

自動車、オートバイなどの運転をしなびら、撮影、再生をしたり、液晶画面を 
見ることは絶对おやめください。交通事故の原因となります。 

0 

禁止 

撮影時は周囲のげ況に注意をは 6 う 

周囲の状況を把握しないまま、撮影を巧わないでください。事故やけびなど 
の原因となります。 

0 

禁止 

指定 ly 外の電池、 AC アダプター、バッテリーチャージャーを使わない 

火災やけびの原因となることびあ D ます。 

0 

禁止 

機器本体や付属品、記録メディアは乳幼児の手の届く場所に置かない 

電池などの付属品や"メモ U —スティック"などを飲みこむおそれびあ D ま 
す。乳幼児の手の届かない場所に置を、お子様びさわら城よラごを意くださ 
し)。万一飲みこんだ場含は、直ちに医師に相談してください。 

0 

禁止 

電池やショルダーベルト、ストラップを正しく取り付ける 

正しく取り付けないと、落下によりけびの原因となることげあります。 

また、ベルトやストラップに傷びないか使用前に確認してください。 

〇 

指 TT 

電源コードを傷つけない 

熱器具におづけた0、加熱した0、加工した0すると义巧や感電の原因とな 
ります。また、電源コードを抜くときは、コードに損傷を与えないよ5にお 
ずプラグを持って巧いて < ださい。 

0 

禁止 

可燃性/爆発性ガスのある場所でフラッシュを使用しない 

0 

禁止 

フラッシュ、 AF イル 5 ネーターなどの撮影補助光を至近距離で人に向けない 

-至近距離で使用すると視力障害を起こす可能性びあります。特に乳幼児 
を撮影するとをは、 1 m じ Lb はなれてください。 

-運転者に向かって使用すると、目びくらみ、事故を起こす原因となります。 

0 

禁止 



I A さ I A. A 下記のを* * I 頁を守らないと、 けび や 財をに} 員害を 

1^汪思 I 輔僅^ ちえることびあります。 



湿気やほこり、油煙、湯気のをい場巧では使わない 

火災や感電の原因になることげあります。 

0 

禁止 

めれた手で使用しない 

感電の原因になることびあります。 

d ) 

めれ手禁止 

不を定な場巧に置かない 

ぐらついた台の 上 や傾いた所に置いたり、不安定な状態で 云 脚を設置する 
と、製品び落ちたり倒れたりして、けびの原因となることびあります。 

0 

禁止 

コード類は正しく配置ずる 

電源コードやパソコン接続ケーブル、 A / V 接続ケーブルなどは、足に引っ掛 
けると製品の落下や転倒などによりけびの原因となることびあるため、充 
分ミ主意して接続‘配置してください。 

音 

通電中の AC アダプター、バッテリーチャージャー、巧電中の電池 
や製品に長時間ふれない 

長時間皮膚び晒れたままになっていると、低温やけどの原因となることびあ D まず。 

0 

禁止 

使用中は機器を巧で覆ったりしない 

熱げこもってケースび変形したり、火災、感電の原因となることびあります。 

0 

禁止 

長期間使用しないとをは、電源をはずず 

長期間使用しないときは、電源プラグをコンセン ト からはずしたり、電池を 
本体からはずして保管してください。火災の原因となることびあります。 _ 

つラグをコン 
tz ントから抜く 

フラッシュの発光部を手でさわ5ない 

フラッシュ発光部を手で覆ったまま発光しないで<ださい。発光媛ち発光 
部に手を舰れないで<ださい。やけどの原因とな0ます。 

0 

禁止 

レンズや液晶画面に衝撃を与えない 

レンズや液晶画面はガラス製のため、強い衝撃を与えると割れて、けびの原 
因となることびあります。 

0 

禁止 

電池や付属品、記録メディア、アクセサリーなどを取りはずずと 
きは、手をそえる 

電池や";モリースティック"などが飛び出すことびあり、けびの原因とな 
ることげあります。 

〇 

指示 
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\ Am 電池についての 
巧を上のごを意とお願い 


漏液、発熱、発乂、破裂、誤飲による大けびや 
やけど、火災などを避けるため、下記のミち意事項 
をよ < お読み < ださい。 


-乾電池型充電式電池•バッテリーパックは指定された 
バッテ U —チャージャーし:^外で充電しない。 

• 電池を分解しない、火の中へ入れない、電子レンジや 
オーブンで加熱しない。 


--1 • 電池を火のそばや炎天下、高温になった車の中などに放 

P 貪 I 置しない。このよつな場 P 斤で充電しない。 

- ' -電池をコインやヘアーピンなどの金属類と一緒に携帯、 

保管しなし、。 


-電池を水 • 海水 • 牛乳 • 清涼飲料水 • 石離水などの液体 
で姑らさない。姑れた電池を充電した D 、 使用したりし 
ない。 


-電池を八ンマーなどでたたいたり、踏みつけたり、落下 
させた D するなどの衝撃件力を与えない。 


输>1-| • アルカリ電池/こッケルマンガン電池は充電しない。 

言 口 I • 外装シールをはびしたり、傷つけたりしない。外装シー 
ルの一部または、すべてをはびしてある電池や破れのあ 
る電池は絶巧に使用しない。 


• 電舰ま、+、-を確かめ、正しく入れる。 


-電池を使い切ったとをや、長時間使用しない場合は機器 
I A ぐ午±1 から取り出しておく。 

1/へ比思 I . 新しい電池と使用した電池、種類の違ラ電池は混ぜて使 
ねない。 


0 

禁止 


0 

禁止 


〇 

指 7 IT 

0 


お願い 


U チウムイオン電池とニッケル水素電池は U サイクルでをます。不要に 
なったこれらの電池は、金属部分にセ□八ンテープなどの絶緑テープを 
貼って充電式電池 U サイクル協力店へお持ちください。 


潑 


镇 


Li-ion 

U チウムイオン電池 


Ni-MH 

ニッケル水素電池 


巧電式電池の収集-リサイクルおよびリサイクル協力店については 

有限責任中間法人 J 巨 RC ホームページ 

http :// www . jbrc . net / hp / contents / index.htiTil を参照してください。 
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用語の解説/索引 

用語の解説 


インス I ル(61、63ベージ） 

ソフトウエアなどをコンピューターに 
コピーして組み込み、使用でさる状態に 
すること。 

"インフォリチウム"バッテリー 
(104 ベージ） 

"インフォ U チウム"对応機器とバッテ 
U —の使用状況に関し、データ通信でさ 
るバッテ U —。 

オー ト}のーオつ儀爲(一别冊 r はじめ 
に J 手順 2) 

電源を入れたまま約3分間操作をしな 
いと、バッテリーの消耗を防ぐため、本 
機の電源び自動的に切れる機能。 

拡張子(69、71ページ） 

ファイ J レの種類を表す3〜4文字の英 
数字のこと。ファイル名の末尾にピリオ 
ドで区切られた一番ち側の部分。 

画素 (12 ページ） 

画像を構成する最ル単位。画素数びをい 
ほど画觀サイズが大をくなり、画像の解 
像度び高くなる。 

画像サイズ (12 ページ） 

画素数を縦 X 横で表示したサイズ。画像 
サイズが大さいと、画素数び多くなり画 
像の辭觀度び高くなる。 

光学ズーム (49 ページ） 

レンズの焦点距離を変化させることに 
よ0撮影倍率を変化させる方式。レンズ 
び移動することによって拡大‘縮ルする 
ため、画質の莫化はない。 


シャッタースピード （1 1ぺージ） 

撮影時に CCD に光を当てる時間のこと。 
シャッタースピードを速くすると動を 
のある被写体も止まって写り、遅くする 
と流れて写る。 

スマートズーム (49 ぺージ） 

極めて画質語化のかない、画質を優先し 
たデジタルズーム。光学ズームと同じよ 
ラな感覚で使える。ただし、最大ズーム 
倍率は設定している画像サイズによっ 
て異なる。 

ドライバー （63 ページ） 

どのよラな周辺機器びどのよラに接続 
されているかをコンピューター側に知 
らせ、周辺機器を正しく動かすために必 
要なソフトウエアのこと。 

ノイズ (11 ページ） 

CCD び光を貴け取り信号として出力す 
るまでの過程で発生する画像のざらつ 
をのこと。 

半押し 卜別冊 r はじめに J 手順 5) 

シャッターボタンを押し込まず、半分押 
した状態にしておくこと。シャッターボ 
タンを半押しすると、撮影状況に合わせ 
てピントと露出を自動で調整する。 

ピント (34 ページ） 

被写体に対する焦点のこと。本機はピン 
卜を自動調整する。撮影距離を手動でわ 
設定でをる。 
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用語の解説(つヴを) 


フォーマットほ3、54ページ） 

r 初期化」ともいい、記録メディアにデー 
夕を書を込めるよラにすること。フォー 
マットすると、記録メディアに保存され 
ているデータはすべて消える。 

フォルダ(41、54ページ） 

本機で撮影した画像をまとめて格納す 
る場所。目的別(イベント別）’日付別に 
画像を分類するとをに便利。 

プレシジョンデジタルズーム (49 ペー 
ジ） 

ズーム倍率を優先したデジタルズーム。 
画像をデジタル処理することにより、画 
像サイズの設定に関係な<常に最大で 
光学ズーム倍率の2倍のズームび可能。 
画像サイズ、ズームポジションによって 
は、スマートズームより画費び劣化する 
ことがあるび、一般的なデジタルズーム 
に比べて劣化のかない画質び得られる。 

ホワイトバランス (36 ページ） 

光源に合わせて色を調整する機能。被写 
体の見た目の色は光の状況に影響され 
る。例えば、電球の下で撮影すると白い 
被写体びホっぽく写る。ホワイトバラン 
スを設定すると、自然な色合いで撮影で 
をる。 

"メモリースティック" （102 ぺージ） 

モリースティック"はルさくて軽い 
に記録メディア。本機には、通常の"メ 
モリースティック"よりル型のソモ 
リースティックデュオ"を使用する。 


有効画素数 (108 ページ） 

CCD び光から電気信号に変換でをる画 
素数。有効画素数から画像処理をしたわ 
のび記録画素数になる。 

露出 （11 ページ） 

絞りとシャッタースピードの値により 
決まる光量。 

AE (35 ぺージ） 

「Auto Exposure 」 の略で、被写体の明 
るさをカメラび判断して、自動で露出を 
決める機能。 

AF (34 ベージ） 

「Auto Focus 」 の略で、力 X ラび自動で 
ピントを合わせる機能。 

CCD (108 ページ） 

["Charge Coupled Device 」 の略で、 
光を電気信号に変換する半導体の一種。 

DCF(9 ページ） 

「Design rule for Camera File 
system 」 の略で、（社)電子情報技術産業 
協会 ( J 曰 TA ) で制定された統一規格。 

DP0F ほ4ぺージ） 

「Digital Print Order Format 」 の略。 
r ディーポスと読み、プ U ント予約した 
い写真を"メモ U —スティックデュオ" 
上に指定でをる。 

EV (33 ぺージ） 

[Exposure Value 」 の略で、露光量を表 
す単位。 
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Exif(108 ページ） 

(社)電子情報技術産業協会 ( J 曰 TA ) び制 
定した撮影情報などの付帯情報を追加 
でさる静止画像用のファイルフォー 
マット。 

旧 0(37 ページ） 

「イソ」と読み、力;ラフイルムの光に対 
する感応度で、 ISO 単位で表す。数値が 
大きいほど高感度に撮影できる。 

JPEG (70 ぺージ） 

「ジェイペグ」と読み、インターネットで 
扱ラ代表的なカラーの静止画を圧縮す 
るあ式。本機では、通常の静止画撮影時、 
JPEG 形式で画像を保存する。 

Mass Storage (59 ベージ） 

"メモ U —ステイック"び入ったデジタ 
ルカメラ自体を、外付けの記憶装置とし 
て認識し、 USB 接続したパソコンから 
操作可能なモード。 

MPEG (70 ページ） 

r エムペグ」と読み、カラー動画像の圧綱 
方式の1つ。品質の良い画像や高い圧縮 
形式び得6れる。本機では、動画撮影時、 
MPEG 形式で画像を保存する。 

03(62、77ベージ） 

「Operating System 」 の略。コンピュー 
夕一全体を管理し、 コンピューターを操 
作するのに必票な基本ソフトウエアの 
こと。 


円 ctBridge ほ〇ぺージ） 

r ピクトブリツジ」と読み、力;>< ラ映像機 
器工業を (C I PA ) で制定された統一規格。 
円 CtBridge 対応のプリンターと本機を 
接続して、画像ファイルをプ U ントでを 
る。 

PTP ほ9ぺージ） 

[Picture Transfer Protocol 」 の略。パ 
ソコンに画像データを簡単にコピーで 
さる接続方法。 

USB (62、77ぺージ） 

[Universal Serial Bus 」 の略。キーボ ー 
ドやマウスなどのパソコンの周辺機器 
を接続するための規格。 

VGA 別冊 r はじめに J 手順 4) 

「Video Graphics Array 」 の略。640 
X 480の画像サイズのこと。 
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索引 


ァ巧 

アイコン . 画面表おへ 

ホ目軽減 . 50 

圧縮率 . 13 

アフターサービス ....... 109 

一覧(インデックス)表示 
^ 別冊「はじめに _! 手順 6 

色 . 12 

印刷 . プリントへ 

インス I J レ . 63 

インターノ〇レ . 39 

インデックス表示 

別冊「はじめに_!手順6 
インデックスプ U ント ...8 日 
インフォ U チウムバッテ 

U -. 104 

ウィンドウズ 

. Windows へ 

打ち上げ花火モード 

^別冊「はじめに_!手順己 

液晶画面 . 画面へ 

オート撮影 

^別冊「はじめに」手順5 


拡大鏡モード撮影 

^別冊 n まじめに_!手順5 

麵子 . 69, 71 

各部の名前 . 14 

画質 . 12, 37 

カスタマー登録 . 裏表紙 

画素 . 12 


画像ヴイズ . 12 

^別冊 n まじめに_!手順4 
画像ファイルの保存先と 


フアイ J レ名 . 

. 69 

画像をパソコンに取り込む 


……64 

力 ラ1 . 

……49 

力 ラ2 . 

……52 

画面 


明るさ . 

……20 

画面表巧 . 

……16 

表示切り換え ...... 

……20 

カラーモード . 

……32 

機能ガイド . 

……50 

強制発光 



^別冊「はじめに」手順5 


誤消去防止スイッチ....102 


コピー . 56 

困ったとをは . 87 

コントラスト . 40 


コンピューター 

. パソコンへ 

サ行 

再生 . 見るへ 

再生時に使うメニュー.. .41 
再生ズーム 

^别拙「はじめに」手順目 

再生/編集 . 25 

削除 

^别拙 n まじめに」手順目 
フオーマツト(初期化） 

. 53, 54 

撮影 . 撮るへ 

撮影時に使ラメニュー.. .32 

撮影モード . 38 

サポート . 裏表紙 

シーンセレクション ...... 26 

^別冊「はじめに_!手順5 


オートパワーオフ機能 
^別冊「はじめに_!手順2 


オートフォーカス . 10 

オートレビュー . 51 

お手入れ . 106 

お店でプリント . 84 

ちな仕様 . 108 

な旦 

曰至 


別冊「はじめに j 手順6 

力行 

海がで使ラ 

別冊「はじめに」手順1 
回輯 . 45 


記録可能枚数/時間 . 21 

記録フオルダ作成 . 54 

記録フオルダ変更 . 55 

近接撮影 

^別冊「はじめに」手順5 

壁光な . 36 

警告表示 . 99 

結露 . 106 

言語 . 9 

光学 ズーム . 49 

別冊「はじめに_!手順5 
高感度モード 

^別冊「はじめに」手順己 
高速シャッターモード 

別冊「はじめに」手順5 


自己診断表示 . 99 

絞り . 11 

シャッタースピード ...... 11 

シャープネス . 40 

充電 

^別冊「はじめに J 手順1 

使用上のご注意 . 106 

初期化 ...... フォーマットへ 

シングル . 49 

シングルプリント . 80 

ズーム 

^別冊「はじめに J 手順5 

スタンダード . 37 

スノーモード 

^別冊「はじめに」手順5 





























































スポット AF . 34 

スポット測光 . 36 

スポット測光照準 . 36 

スマートズーム . 49 

スライドシヨー . 27 

ス□ーシンクロ 

^別冊「はじめに」手順5 

静止画オート撮影 . 25 

~-别概「はじめに j 手順5 

接続 . つなぐへ 

設定1 . 57 

設定2 ....59 

設定リセット . 58 

セットアップ.…40, 47, 48 

カメラ1 . 49 

カメラ2 . 52 

設定1 . 57 

設定2 . 59 

内蔵><モリーツール...己3 

メモ U —スティックツー 
ル . 己4 

セピア . 32 

セルフタイマー 

^别冊「はじめに_1手順5 

一別 ffB ’ n ’ まじ占に甚順5 

測光モード . 36 

ソフトウエア.…63, 72, 76 

ソフトスナップモード 
^別冊「はじめに」手順5 


夕行 

太陽光 . 36 

ダイレクトプリント ...... 80 

中央重点 AF . 34 

中央重点測光 . 36 


つなぐ 


テレビ . 

. 86 

パソコン . 

……65 

プリンター . 

……81 

デジタルズーム ....... 

……49 

手ぶれ . 

……10 

手ぶれ補正 . 

52 

テレビ . 

……86 

電球 . 

. 36 

電子式変圧器 



^別冊「はじめに手順1 

電池 . バッテリーへ 

問い合わせ . 裏表紙 

動画撮影 

^別冊「はじめに」手順5 
時計合わせ 

^別冊「はじめに」手順2 


時計設定 . 60 

トリミング . 47 

撮る 

静止画 


^別冊「はじめに]手順5 

動画 

^别冊「はじめに」手順5 


量天 . 36 

ナ巧 

内蔵充電式電池 . 106 

内蔵メモ U -. 22 

内蔵メモ U —ツール ...... 己3 

ナチュラル . 32 

ハ行 

パソコン . 61 

Macintosh . 77 

Windows . 61 


画像を取り込む... 64, 77 


推奨環境 . 62, 77 

ソフトウエア 

. 63, 72, 76 

パソコン内の画儘を本機 

で見る . 71 

バックライト . 20 

バッテ U - 

入れる/取り出す 
^別冊 n まじめに」手順1 

残量確認 

^別冊「はじめに」手順1 
充電する 

^別冊 n まじめに」手順1 

使巧時間 . 24 

バッテ U —チャージャー 

. 105 

^別冊 n まじめに」手順1 

早送り/巻去戻し 

^别概「はじめに」手順6 

半巧し . 10 

^別冊「はじめに手順5 
ビーチモード 

^别冊「はじめに」手順5 
ピクトブ U ッジ 

. Piet 巨 ridge へ 


ヒストグラム . 20,33 

ビデオ1言号出力 . 60 

ビビッド . 32 

ピント . 10,34 

ファイ J レナンバー . 59 

ファイルの保存先 . 69 

ファイ J レ名 . 69 

ファイン . 37 

風景 f — ド 

^別冊「はじめに」手順5 

フオー カス . 34 

フオーカスプリセット.. .34 
フオーマット . 53, 54 


用語の解説/索引 


117 
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フオルダ . 41 

作成 . 54 

変更 . 55 

付属品 

別冊 n まじめに」 

ブラケット . 38 

ブラケット設定 . 39 

フラッシュ . 36 

フラッシュ強制発光 


別冊「はじめに_!手順5 
フラッシュ発光禁止 

別冊「はじめに J 手順5 
フラッシュモード 

別冊「はじめに j 手順5 

フラッシュレベル . 40 

プリント . 79 

インデックスプリント 

. 80 

シングルプリント ...... 80 

プ U ント予約マーク ...... 84 

プレシジョンデジタルズー 

ム . 49 

プログラムオート撮影.. .25 

プ□テクト . 41 

分割 . 45 

蜜換プラグアダプター 
^別冊「はじめに」手順1 

保証書 . 109 

ホワイトバランス . 36 

マ行 

マクロ撮影 

^別冊「はじめに_!手順5 
マッキントッシュ 

. Macintosh へ 


マルチ AF . 34 

マルチ接続端デ . 15 


マルチ端子専巧ケープル 

. 65, 81,86 


マルチパターン測光 ...... 36 

マルチポイント AF . 34 

マルチ連写 . 38 

見る 

静止画 


別冊「はじめに_!手順6 
動画 

別冊「はじめに」手順6 
メニュー . 30 

再生時に使ラ ニュー 
. 41 

撮影時に使ラメニュー 

. 32 

メニュー項目一覽 ...... 31 

メモ U - スティックツール 

. 54 

"メモ U - スティックデュ 
才- . 102 

入れる/取り出す 
^別冊「はじめに」手!積 
3、4 

記録可能お数/時間... .21 

誤消ま防止スイッチ 
. 102 

持ちかた 

^別冊「はじめに_!手順5 


モニタリング . 49 

モノトーン . 32 


ヤ行 

夜景 S 人物モード 

別冊「はじめに_!手順5 
夜景モード 

^別冊「はじめに」手順5 


有効画素数 . 108 

巧語の解説 . 113 


ラ行 

リサイズ . 44 

U ストストラップ 
^别拙「はじめに_! 

連写 . 38 

露出 . 11 

露出アンダー . 11 

露出 オーバー . 11 

露出補正 . 33 

アルファベット順 

AC アダプター . 15 

^别冊「はじめに_1手順1 

AE/AF □ック表示 . 35 

^別冊「はじめに_!手順5 

AF イル S ネーター . 51 

AF 測距枠 . 34 

AF 測距枠表示 . 34 

A 巧ード . 49 

AF □ック . 35 

巨 GM . 28 

CD-ROM . 63 

Cyber-shot Viewer ..... 72 

DC IN 端子 .15 

DirectX .62 

DPOF .84 

EV .33 

FINE .37 

InfoLITHIUM バッテ U - 
.104 

ISO . 11,37 

JPEG . 70, 115 

LCD パックライト .57 

Macintosh .77 

推奨環境 .77 

M AF .49 

Mass Storage .59 
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Mode .38 

MPEG .7 日， 115 

Music Transfer ..... 76, 78 
NR ス□-シ ヤツ ター.… 17 

NTSC . 60 

OS .62, 77 

PAL .60 

PictBridge . 59, 80 

PTP .59 

S AF .49 

STD .37 

US 巨接続 . 己 9 

VGA 

^别冊11まじめに」手順4 

WB .36 

Windows .61 

推奨環境 .62 
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